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＊プロローグ








　普段ワイシャツのボタンをきっちり留めてネクタイを締めている男が、そうではない姿を見せる瞬間は、とてもエロチックだ。

　しかも昔から知っている人物なら、なおさら〝男〟の顔を見せられるとドキリとする。そんなことを考えながら、片かた山やま梓あずさは目の前の彼を眺め、「悔しいけどいい男だな」と考えた。

（昔もそうだったけど、柾まさきくん、本当に顔が整ってる。肌もきれいだし、何気に声もいいし）

　精密部品会社に勤める梓の仕事は、海外営業事務だ。

　出会った頃とはまったく違った関係性になったことに妙な感慨がこみ上げ、思わずじっと見つめると、こちらに覆い被さってきた汐しお見み柾がどこか不満そうに言う。

「ふうん、余裕ですね。考え事をするなんて」

「えっ？　ぁ……っ」

　きれいな顔が近づき、唇を塞がれる。

　最初から口腔に押し入ってきた舌がぬるりと絡み、くぐもった声が漏れた。そうしながらも彼は目を閉じておらず、こちらの反応を冷静に観察されていることに体温が上がる。

　だが、負けたくない。何しろこちらは汐見より、三歳も年上なのだ。

（そうだよ。一方的に乱されるなんて、冗談じゃないんだから）

　そう考えた梓は、自分から舌を絡める。するとそれ以上に熱心に貪られ、すぐに余裕がなくなった。

「……っ、んっ、……ぁ……っ」

　彼のぬめる舌が口腔を蹂躙し、表面を擦りつけて側面をなぞる。

　柔らかいのに弾力のあるそれは生温かく、ときおり強く吸われると息が乱れた。互いの唾液が攪拌されるたびに口の中で音を立て、汐見に対抗していたはずの梓は次第にぼうっとしてくる。

　キスを続けながら彼の手が胸のふくらみに触れ、じっくりと揉みしだいてきた。じわじわと淫靡な雰囲気が強くなっていく中、汐見が服越しに先端部分を引っ掻いてきて、梓はピクリと身体を震わせる。

「ん……っ」

　反応があることに気をよくしたのか、彼はそこを何度も刺激する。

　布越しの接触がもどかしく、梓が足先でシーツを掻くと、汐見がようやく唇を離して笑った。

「梓さん、可愛い。直接触ってほしいですか？」

「別に、そういうわけじゃ……」

「素直じゃないな。まあ、そんなところも可愛いんですけど」

「あっ！」

　おもむろにジャケットの下のカットソーをまくり上げられ、ブラがあらわになる。

　頬が熱くなるのを感じながら、梓は咄嗟にそれを強く引き下げた。もし今直で胸に触られたら、きっとひどく感じてしまう。それが嫌で、めくり上げたい彼と梓の間で互いに引かない攻防になったが、汐見がどこか楽しそうな顔で言った。

「どうして隠すんですか？　これじゃあ〝勝負〟にならないんですけど」

「す、スーツが皺になるから……帰るとき、恥ずかしいし」

「そっか。じゃあ脱ぎましょう」

　汐見がそう提案し、カットソーから手を離してあっさりベッドから降りる。

　引き締まった上半身を晒し、ズボンの前も緩んでいるその姿は、ひどく色っぽかった。彼は唖然としている梓を尻目に、壁際に掛かっているハンガーを手に取って言う。

「ほら、脱いでください。皺にならないように掛けておくので」

「…………」

　図らずも自分で衣服を脱ぐ流れになってしまい、梓は内心「しまった」と思う。

　だがこちらから言い出したことなのだから、あとには引けない。渋々スーツのジャケットに手を掛け、ストッキングとスカートも脱ぐ。カットソーも脱ぐと、上下の下着だけになった。

　その様子を楽しそうに見守る汐見は、相当な曲者だ。口調こそ丁寧だが、おそらくかなり女慣れしている。

（わたし、何やってるんだろ。懲りずにまた彼とホテルに来ちゃうなんて）

　そもそも自分はもう、彼と会わないつもりでいた。

　昨日弾みで汐見と寝てしまったことを後悔していて、このまま自然とフェードアウトできると思っていたのに、うっかりパスケースを忘れたために彼の勤務先を訪れることになったのは痛恨の極みだ。

　そして売り言葉に買い言葉で「どっちが相手の身体に溺れているか、確かめよう」などと発言してしまい、こうして汐見とホテルにいる。

　そんなことを考えているうち、梓の衣服をハンガーにきれいに掛けた彼がベッドに戻ってきた。こちらの肩に触れてくるのを押し留め、梓は汐見に向かって言った。

「あの、ちょっと話し合わない？　さっきは勢いであんなこと言ったけど、わたし──……」

　話している最中に唇を塞がれ、押し入ってきた舌に息を詰まらせる。

　そのまま押し倒され、胸に触れた彼が、ブラのカップをずらして零れ出た先端を指で弾いた。すると敏感なそこはすぐに芯を持って勃ち上がり、摘ままれるとじんとした疼痛が走る。

「ぁ……っ」

　キスを解かれた途端、思わず色めいた声が出てしまう。

　汐見が耳朶を唇でなぞり、首筋に顔を埋めてきた。かすかな吐息と彼のサラサラの髪が肌に触れる感触にゾクッとし、梓は息を詰める。ときおりチロリと肌を舐めながら、汐見が言った。

「梓さん、やっぱり感じやすいですね。それに身体の線がきれいで、ドキドキする……」

「んぁっ！」

　胸の先端に吸いつかれ、高い声が出る。

　濡れた舌が乳暈をなぞり、押し潰してきて、そこが痛いほど張り詰めるのがわかった。芯を持った尖りが舌を押し返し、ぬるぬると動かされるたびに皮膚の下からむず痒い疼きがこみ上げてくる。

　梓は息を乱しながら考えた。

（何でこんなことになっちゃったんだろう。昨日勢いでしたのを、後悔してたはずなのに）

　だがそこまで考えた瞬間、汐見が強く胸を吸ってきて、甘い愉悦が広がる。

　視線を向けると、こちらの胸に顔を伏せている彼と目が合い、思いのほか男っぽいその眼差しにドキリとした。

「……っ」

「ヤってる最中にそんなふうに考え事をされるのって、ちょっと悔しいな。何が何でもこっちを向かせたくなる」

　そう言って汐見がこれ見よがしに胸の先端を舐め上げる。

　赤い舌と濡れた感触、それに嬲られる尖りは視覚的に梓を煽り、身体の奥がきゅんとするのを感じた。そのまま舌先で転がされ、押し潰される様子を見つめるうち、呼吸がどんどん荒くなっていく。

　舌で嬲るのをやめないまま彼の手がもう片方の胸に触れ、既に硬くなっているそこを引っ張った。すると甘ったるい快感がこみ上げ、梓の口から吐息が漏れる。

「はぁっ……」

　押し回され、ときおり引っ張る動きに、疼きはどんどん強まっていく。梓の反応を引き出しながら、汐見がささやいた。

「そう、そのまま集中してください。──うんと気持ちよくしてあげますから」







＊第一章








　葉は室むろエレクトリック株式会社は、戦後間もなく創業した精密部品会社だ。

　自動車や鉄道車両、通信インフラや医療機器の精密部品などを高い技術力を駆使して開発し、市場に送り出している。

　複数の国内支店を持つ一方、グローバル化を推進し、近年は世界各国に販社をいくつも立ち上げていた。その北海道支社で海外営業事務として勤務する梓は、入社七年目のベテランだ。

　海外営業事務は営業マンの補佐で、納期トラブルなどが起きないよう、工場とメールや電話、テレビ会議などでコミュニケーションを図りつつ、注文や生産状況についての調整業務を行っている。

　現在梓はイギリスとアイルランドの取引先を担当しており、顧客からの問い合わせ対応、サンプルや図面の手配、見積書の発行などの事務業務を並行して行っていた。仕事は忙しいものの、学生時代に学んだ語学力を生かすことができる今の職種は、天職だと思える。

　商品についての質問の電話に対応していた梓は、受話器を置いてホッと息をついた。時刻は午後五時半で、退勤する者が出始める時間帯だ。

　そんな中、オフィスの一角が何やらにぎわっているのに気づき、そちらに視線を向けた。すると同期の佐さ々さ木きを囲んで複数の社員が「おめでとう」と言っているのが聞こえ、内心首を傾げる。

（新規の契約でも取ってきたのかな。佐々木くん、最近何かプレゼンしてたっけ）

　そんなことを考えていると、彼らの輪から抜けてきた後輩社員の二にの宮みや美み紀きが席に戻ってくる。梓は彼女に話しかけた。

「佐々木くん、どうかしたの？」

「結婚が決まったらしいですよー。一年前からつきあってる、五歳下の彼女さんとですって。しかも授かり婚」

「ふうん、そうなんだ」

　佐々木は梓と同い年のため、二十九歳だ。

　そんな彼が結婚することは、梓の心にポツリと波紋を広げた。男性ならば、二十九歳という年齢はちょうどいい時期だ。若手から中堅に差しかかり、仕事が安定している。

　だがそれが女性になると、逆に焦らなくてはならない。梓がそう思うのは、つい先日二歳年下の妹が結婚したからだ。

　式に訪れた親戚からは「本来なら姉の梓のほうが先だろう」「誰かいい人はいないのか」と言われ、心が折れかけたところで、化粧室では妹の友人たちが「新婦のお姉さん、まだ独身なんだね」と話しているのを聞いてしまった。挙げ句の果てが、母親からの「あなた、この先どうするか真剣に考えたほうがいいわよ。女性には出産のタイムリミットがあるんだから」という発言で、すっかり気が滅入ってしまった。

　加えて今、同期の佐々木が結婚するという報告だ。もしかすると、部署内の人間も「同い年の片山さんは、そういう予定はないんだ」という目で自分を見ているのではという被害妄想がムクムクと膨らんで、梓は急いでそれを打ち消す。

（もう、やめやめ。思考がマイナスのループに入り込んでる）

　別に結婚したくないなどと思っているわけではなく、むしろ憧れている。

　なのに梓には、この三年ほど彼氏がいなかった。前の交際相手と別れたのは二十六歳のときで、ぼんやりと「この人と結婚するのかな」と考えていたにもかかわらず、相手の浮気で破局してしまった。

　以来そうしたことと縁がないまま、気づけば二十九歳になっている。

（待って。このままいくとわたし、七ヵ月後には彼氏もいない三十歳になるの？　それって結構まずくない？）

　婚活市場では、女性の二十代と三十代では大きな隔たりがあるのだという。

　二十九歳と三十歳、たかが一歳差だが、男性側は重要視するらしい。鬱々とした思いが胸に渦巻いたまま仕事をしたものの、どうにも気持ちが収まらない。

　やりかけの作業のバックアップを取った梓は、パソコンを閉じて決意した。

（こういう気持ちのときは、飲みに行こう。明日も平日だけど、ちょっとくらいならいいよね）

　思えばここ最近は職場と自宅の往復しかしておらず、ストレスが溜まっていた。

　パッと発散すれば、気持ちも上向きになるはずだ。そう考え、まだ残っている社員たちに挨拶をしながら、梓は午後八時に退勤した。

　ここから繁華街までは地下鉄で二駅で、時間的にかなりの人出だ。七月も半ばとなると日中はかなり気温が上がっており、夜になっても蒸し暑さが残っている。

　雑多な匂いの立ち込める往来はネオンが明るく、車道も車が混雑していた。梓が向かったのは、数年前から行きつけにしているワインバルだ。メインストリートから一本入った路地にあり、一人でも行きやすい雰囲気が気に入っていたが、店の前まで来るとシャッターが閉まっている。

　貼り紙には〝閉店のお知らせ〟と書かれており、それを見た梓は呆然とした。

（えっ、嘘。潰れちゃったの？）

　しばらく来ないうちに店がなくなっていたのを知り、内心ショックを受ける。

　どうやら移転ではなく完全に閉めてしまったらしく、この店目当てで来ただけに失望感が大きかった。だがいつまでもここにいても、仕方がない。「どこか別の店に行こう」と考え、いくつか頭の中でピックアップしながら歩き始めたところ、ふいにパンプスが引っかかって前につんのめってしまう。

「あっ！」

　片方のパンプスが脱げ、バランスを崩した梓は、気づけば地面に膝を強く打ちつけていた。

　痛みに顔を歪めながら振り返ると、石畳の溝にパンプスのヒール部分が挟まっている。

（何なのよ、もう。こんなふうに転ぶなんて……っ）

　いかに細い路地とはいえ、往来はまったく無人ではなく、梓は痛みと恥ずかしさで頬が熱くなるのを感じながらパンプスを取ろうとする。

　しかしなかなかヒールが溝から抜けず、泣きたい気持ちでいっぱいになった。むしゃくしゃした気持ちを発散するために飲みに来たはずなのに、これでは本末転倒だ。

　そのときふいに、頭の上から声が響いた。

「──大丈夫ですか？」

　びっくりして顔を上げると、そこに立っていたのは二十代半ばとおぼしき男性だった。

　袖をまくった白いシャツを着ていて、ネクタイ、ベスト、ロングエプロン、スラックスはすべて黒で統一されており、飲食店の従業員であることがわかる。

　黒髪でスラリと背が高く、ドキリとするほど整った顔をしている彼は、どうやら転んでいる様子を店の中から見てわざわざ出てきてくれたらしい。梓は慌てて答えた。

「だ、大丈夫です。ヒールが溝に挟まってしまって」

　力一杯引っ張ると、パンプスがようやく抜ける。

　彼が手を差し伸べて立たせてくれ、靴を履いて立ち上がった梓は、気恥ずかしさをおぼえつつ礼を言った。

「すみません。ご迷惑をおかけして」

「いえ、……」

　男性が中途半端に言葉を途切れさせ、梓は不思議に思う。

　するとこちらの顔をまじまじと見つめた彼が、突然思わぬことを言った。

「──もしかして、片山梓さんですか？」

「えっ？」

「俺を覚えていませんか？　八年前、家庭教師をしてもらっていた汐見です。汐見柾」

　その名前に記憶を呼び起こされた梓は、目を見開く。そして彼を見つめ、信じられない気持ちで声を上げた。

「えっ、柾くん？　本当に？」

「はい」

「どうして、ここに……」

　すると彼──汐見が、微笑んで答える。

「そこのｌｅｇｇｉｅｒｏレジェロというバーで働いてるんです。カウンターにいたら窓越しに女性が転ぶのが見えて、心配になって出てきました」

「働いてるって、アルバイトで？」

「いえ、正社員ですよ。俺はもう二十六なので、さすがにちゃんと就職してます」

「そ、そっか」

　記憶の中の彼は、十八歳で時が止まっている。

　だがあれから八年が経つのだから、もう子ども扱いをするような年齢ではない。現にかつてはひょろりとしてアンバランスだった体型が、今はしっかりとした大人のものになっている。

　汐見の成長を目の当たりにし、梓は感慨深い気持ちになった。

（八年も経つと、男の子ってこんなに変わるんだ。わたしも歳を取るわけだよね）

　そのときふいに、彼が言った。

「膝、少し擦り剥いているようですけど、よかったらうちの店に来ませんか」

「えっ？」

「消毒したほうがいいですよ。店には救急箱がありますから」

　梓が「でも……」とつぶやくと、汐見がニッコリ笑って言った。

「大丈夫です。店長も事情はわかっているので、遠慮なくどうぞ」







　遠慮がちに足を踏み入れた店内は、艶消しされたマットな黒とホワイトオークの木材をマテリアルにした、スタイリッシュな空間だった。

　六席ほどのカウンターの内部には洋酒の類は一切並んでおらず、印象的なオブジェがひとつだけ置かれている。二つあるソファ席も個性的で、仄暗く洗練された雰囲気だ。

　カウンターには中年の男性客が一人、ソファ席に若い女性の二人客がいて、それぞれ酒の入ったグラスを傾けていた。カウンターの中にいた三十代とおぼしき男性が、微笑んで声をかけてくる。

「いらっしゃいませ」

　汐見が彼に向かって告げた。

「店長、こちらのお客さまが膝に怪我をされているので、手当てをしたいんですが」

「ああ、待ってて。今救急箱を取ってくる」

　店長が奥に入っていき、汐見に促された梓はカウンターの端の席に遠慮がちに腰掛けた。そして店内を見回し、感心してつぶやく。

「素敵なお店だね」

「ありがとうございます。ここは三ヵ月前にオープンしたばかりなんですよ」

「そうなんだ」

「ここから五分ほど歩いたところにＬａｒｇｏラルゴっていうバーがあるんですけど、そこの姉妹店なんです。向こうで修業した江え田た島じまさんがここの店長になって、俺も一緒に移ってきました」

　一旦奥に入った江田島が、救急箱を手に戻ってくる。そしてこちらを心配そうに覗き込んで言った。

「ああ、血が出ちゃってますね。ストッキングが破れてますし、よかったらそこのコンビニで買ってきましょうか」

「あっ、いえ。替えのものがバッグに入ってますので、お気遣いなく。あの、ご迷惑をおかけしてすみません」

「とんでもない」

　彼は汐見に「じゃあ、手当て頼むね」と言って接客に戻っていく。

　頷いた汐見が、救急箱の中から消毒液を取り出した。そしておもむろに床に跪き、こちらの脚に触れようとしてきて、梓は慌てて言う。

「い、いいよ。自分でできるし」

「いえ、俺にやらせてください」

「でも……っ」

　彼が構わず脚に触れ、消毒を始める。

　膝は打ち身の他に少し擦りむいていて、血がにじんでいた。汐見が消毒液を染み込ませた脱脂綿で傷口に触れた瞬間、ズキリとした痛みが走り、梓は思わず顔をしかめる。

「痛……っ」

「痛みますか？　すみません。でもちゃんと手当てしないと、化膿して痕が残ったりしますから」

　彼が申し訳なさそうに言いながら、消毒を続ける。

　男性にこんなふうに跪かれ、脚に触れられているのが恥ずかしく、いたたまれない気持ちになった。目の前にいるのがかつての教え子である汐見柾であるという事実が、まだ信じられない。

　彼との出会いは、九年前に遡る。当時大学生で英文科に通っていた梓は、一年の終わり頃に家庭教師のアルバイトを始め、そこで派遣されたのが汐見の家だった。

　高校二年生だった彼は三歳年下で、整った顔立ちをしており、成績もさほど悪くない。家も掃除の行き届いた大きな邸宅で、母親はこちらに気を使い、勉強中はいつも部屋のドアを開け放してくれていた。

　最初こそ勉強だけに集中していたものの、会う機会が増えるにつれ、雑談を交わすことが多くなる。パッと見はクールで近寄りがたい印象であるものの、実際は礼儀正しく普通に会話してくれる汐見を、梓はいつしか弟のように思っていた。

　大学の経済学部を目指していた彼が合格できるよう、自分なりに力を尽くし、晴れて合格したときは飛び上がって喜んだ。それと同時に汐見家での家庭教師のアルバイトが終わるのだと思うと、一抹の寂しさもおぼえた。

（仕方ないよね。柾くんは〝大学に合格する〟っていう目標を達成したんだし、わたしも三年生からはインターンが始まるし）

　彼と合格発表を一緒に見に行ったあと、汐見邸に報告に言った梓は、母親から丁寧に礼を言われた。

『柾が無事に合格できたのは、片山さんが丁寧に教えてくださったおかげです。本当にありがとうございました』

『そんな、とんでもないです。柾くんが一生懸命頑張った結果ですから』

　家庭教師の終了を告げられた梓は、礼を言って汐見邸を辞した。

　すると外に出て駅に向かって歩き出したところで「先生」と呼ばれ、振り向くと汐見が追いかけてくるところだった。

『柾くん、どうしたの？』

『すみません。俺、合格したら先生に言おうと思っていたことがあって』

　そう言って立ち止まった彼は深呼吸し、意を決した顔で告げた。

『一年くらい前から、先生のことが好きでした。俺とつきあってください、お願いします』

　どこか緊張した面持ちからは真剣さが伝わってきて、それを見た梓は胸がぎゅっとするのを感じた。

　正直なところ、汐見の気持ちにはしばらく前から気づいていた。こちらを見つめる眼差しに熱を感じる瞬間があり、だがそれにリアクションをするのは家庭教師という立場では難しく、あえてスルーしていた。

　梓はどう答えるべきか目まぐるしく考えつつ、彼に向き直って答えた。

『柾くんの気持ちは、すごくうれしい。……ありがとう』

『…………』

『でも悪いけど、応えることはできない。──わたしには今、つきあっている人がいるから』

　当時の梓には交際して七ヵ月になる恋人がいて、それは汐見も知っているはずだった。

　すると彼が、押し殺した声で言った。

『知ってます。……先生に七ヵ月前から彼氏がいるのは』

『だったら──』

『でも、諦めきれないんです。その人と別れて、俺とつきあってもらうわけにはいきませんか？』

　真っすぐにぶつけられる汐見の恋情が、梓は眩しかった。

　だが自分は彼より三歳も年上で、恋人との関係も順調だ。自分を想ってくれるのはうれしいが、汐見とつきあうのはまったく現実的ではない。

　そう結論づけ、梓は彼を見つめて答えた。

『それはできないよ。今つきあっている人に対しては何の不満もないし、わたしは柾くんより三歳も年上だし』

『…………』

『柾くんは恰好いいから、大学に入ったらきっといい出会いがあると思うよ。だからわたしのことは忘れて、同年代の子に目を向けて。……本当にごめんなさい』

　それきり汐見とは会わず、八年の月日が流れていた。

　大学を卒業後、梓はインターン先である葉室エレクトリックにそのまま就職し、海外営業事務として経験を積んで、今に至る。

　目の前の汐見は記憶の中の彼に比べてすっかり大人になっており、深い感慨が湧いた。高校時代は成長途中でどこか頼りない体型だったが、今は細身ながら肩幅や身体の厚みがしっかりしている。

　彼が消毒を終え、傷口に大きめの絆創膏を貼って言った。

「できました。ところで先生は、どうしてうちの店の前を歩いていたんですか？」

　久しぶりの〝先生〟という呼び方をこそばゆく思いながら、梓は答える。

「実はすぐ近くのワインバルが目当てで来たんだけど、知らないうちに閉店していて。どこか他の店に行こうと思って歩いていたら、パンプスのヒールが溝に挟まっちゃったの」

「もしかして、ＧＡＴＥゲイトさんかな。半月前に閉店した」

「うん、そう」

「だったら、うちの店で飲むのはどうですか？　オーセンティックバーなので、カクテルの種類が豊富ですよ」

　彼がカウンターの上に置かれたメニュー表を提示し、それを見た梓は興味をそそられる。

（そうだ。わざわざ傷の手当てまでしてくれたんだから、お礼を兼ねてお金を使わないと失礼になる）

　そう考えた梓は、遠慮がちに言った。

「じゃあ、少し飲んでいこうかな。その前にストッキングを穿き替えてくるね」

「あ、化粧室はこちらです」

　化粧室でストッキングを穿き替えて戻ると、カウンターには二人連れの客が増えていた。

　一番端の席に座った梓は、メニューを見て「マルガリータを」と注文する。するとカウンターの中に入っていた汐見が答えた。

「かしこまりました」

　彼はくし形に切ったレモンを手に取り、カクテルグラスの縁に果汁をグルリと一周分擦り付ける。そして平皿に広げた塩を万遍なく付着させ、グラスの底を指で弾いて余分なものを落とした。

　そしてシェーカーのボディに氷と水を入れ、軽くステアしたあとにストレーナーを嵌め込み、よく水を切る。角が取れた状態の氷の上からテキーラとホワイトキュラソー、ライムジュースを計量して入れ、ストレーナーとトップ部分を嵌めた。

（わ、すごい……）

　利き腕と反対側の肩の前方にシェーカーを構えた汐見が、手首のスナップを利かせて振り始め、梓は思わず目を瞠る。

　振るスピードは振り始めと終わりがゆっくりで、どうやらコツがあるようだ。シェーカーを振り終えた彼はトップを外し、ストレーナーの湾曲部を人指し指で押さえながら先ほど塩をまぶしたグラスに中身を注ぐ。

　完全にシェーカーを逆さまにし、最後の一滴まできれいに注ぎきったあと、カウンター越しにグラスを差し出した。

「お待たせしました。マルガリータです」

　出来上がったカクテルは乳白色で、グラスの縁に付けられた塩が雪のように美しい。

　テイストとしては中甘辛口で、アルコールの度数的には高い。一口飲むと、テキーラの濃厚な味わいとライムジュースの爽やかさがマッチし、まろやかさとすっきりした甘みも感じた。

　梓は感嘆のため息を漏らしてつぶやいた。

「美味しい……」

「よかった。先生、テキーラがお好きなんですか？」

「わりと何でも飲むかな。このお店は、いろんな種類のカクテルがあってすごいね」

　味はもちろんのこと、梓は汐見のバーテンダーとしての腕前に驚いていた。

　彼の手つきはよどみなく、ひとつひとつの動きが洗練されていて、かなりの熟練度なのがわかる。店長が他のカウンターの客の相手をしているのを横目に、梓は汐見に言った。

「柾くんは、この仕事をして長いの？」

「四年になります。学生時代からアルバイトをしていた店で三年ちょっと働いて、ここの本店のＬａｒｇｏに移ったのが去年の十月です。勤務して七ヵ月くらい経ったときにこのｌｅｇｇｉｅｒｏがオープンして、異動になりました」

　聞けば彼は、大学時代に酒の美味しさに目覚め、多彩な種類のあるカクテルに興味を抱いたらしい。

　アルバイト先をバーに決め、そこのバーテンダーからさまざまなレシピを教わるうちに、自分でシェーカーを振ってみたいと思ったそうだ。汐見が使った器具を洗いながら問いかけてきた。

「先生は今、何をされてるんですか？」

「わたしは精密部品会社で、海外営業事務をしてるの」

「海外営業事務って、外国と直接やり取りするような……」

「そう。今はアイルランドとイギリスを担当してて、向こうの顧客からの問い合わせに対応したり、サンプルや図面の手配をしたり、見積書を作ったり」

「大学の英文科で勉強してたのを、仕事に生かしてるんですね。すごいな」

　彼はときどき他の客の対応で離れたりするものの、基本的には梓の目の前にいてくれるため、会話が弾む。

　いつまでも〝先生〟と呼ばれるのがこそばゆく、やめてほしいと言うと、彼は「じゃあ、梓さんって呼びますね」と答えた。

　汐見の作るカクテルは美味しく、気がつけばかなりの杯を重ねていた。カウンターの客は梓一人になり、手が空いた店長の江田島も、ときどき会話に参加してくる。

「へえ、片山さんは昔、汐見の家庭教師だったんですか。こんなところで会うなんてすごい偶然ですね」

「本当にそうですよね。いろいろあって、むしゃくしゃして歩いていたら、このお店の前で転んでしまって」

「何かあったんですか？」

　汐見に水を向けられた梓は、妹の結婚式での出来事や同期の婚約について語り、ため息をつく。

「人並みに結婚願望はあるんだけど、気がつけば三年も一人なの。前の彼氏と別れたのは向こうの浮気が原因で、『しばらく誰ともつきあわなくてもいいや』って思ってたら、もう二十九だし。うちの母親にまで発破をかけられたから、婚活を本格的に始めようかなって思ってる」

「その彼氏って、大学のときにつきあってた人ですか」

「あ、ううん。それとは別の人」

　そんな事情まで話しているうち、酔いが回った梓は強烈な睡魔に襲われていた。

（ああ、もう……帰らなきゃ）

　明日も仕事なのだから、早く帰って寝ないとまずい。

　そう思うのに瞼が重く、気づけばカウンターに突っ伏していると、遠くで汐見と江田島の会話が聞こえる。

「片山さん、起こさないとまずいんじゃないか。一人で歩けるかな」

「そうですね、明日も仕事でしょうし。梓さん、聞こえますか？　もう帰ったほうがいいですよ」

「……うん」

　何とか返事をするものの、なかなか身体が動かない。すると江田島が言った。

「汐見、今日はこれ以上お客さんも来ないだろうから、先に上がって片山さんをタクシーに乗せてあげて。このまま一人で歩かせるのは危ないだろ」

「そうですね」

　しばらくして肩を叩かれ、「梓さん、聞こえますか」と呼びかけられる。

「この時間帯、タクシーは大きい通りに出ないと捕まらないので、俺がそこまで一緒に行きます。お会計できますか？」

「……うん」

　酔いで朦朧としながら何とか財布を出し、精算する。

　店を出ると、ひんやりとした夜気が足元を吹き抜けた。店内との温度差に少し酔いが醒めた梓は、彼に腕をつかまれている状況をふいに強く自覚する。

　そして横にいる汐見を見上げ、慌てて言った。

「あ……、ごめんなさい、迷惑かけて。わたし、飲みすぎたりしてみっともないね」

「いえ。俺は全然構わないので、気にしないでください。向こうの通りに客待ちのタクシーが何台かいますから、家まで送っていきますよ」

「えっ、いいよ。一人で帰れるから」

　急いで断ろうとしたものの、彼が「ああ、それとも」と続ける。

「酔い覚ましに、コーヒーでも飲みますか。近くにコーヒーと夜パフェを出すカフェがあるので」

「ううん。わたし、明日も仕事だから帰らないと」

　すると汐見が、ニッコリ笑ってこちらを見た。

「せっかくなので、ぜひ。八年ぶりに会ったんですし、さっきは仕事中であまり話せませんでしたけど、積もる話もありますから」

　強引に話をまとめた彼は、「こっちです」と言って梓の手をつかみ、歩き出す。

　つんのめるようにして歩き出しながら、梓は繋いだ手を意識してかあっと顔を赤らめた。

（柾くんの手、大きい。それに昔より背が高くなった……？）

　最後に会ったのは汐見が高校三年生のときだったが、あれからさらに成長したらしい。

　そんなことを考えているうち、五分ほど歩いたところにある目的の店に到着した。店内はアートをコンセプトにしたシックでおしゃれな雰囲気で、若い女性やカップルなどが大半だ。

　ＳＮＳ映えするパフェで有名だというこの店はコーヒーも美味しいらしく、市内の有名なカフェ〝Ｒアール〟で焙煎された豆を使い、ネルドリップで淹れてくれるという。彼がメニューを見ながら言った。

「俺はマイルドローストのコーヒーにしようかな。梓さん、甘いものが好きならパフェもありますよ。どうしますか？」

「えっと」

　確かにメニューにはいかにもＳＮＳ映えしそうなフォトジェニックなパフェの写真があり、興味をそそられる。梓はしばらく考えて答えた。

「じゃあ、わたしもマイルドローストのコーヒーと、〝ハスカップのジュレとグリオットクリーム、ピスタチオのパフェ〟で」

　店を出たときに比べると幾分酔いが醒めてきていて、梓は店内を興味深く観察する。客の中にはウィスキーやワインを飲んでいる人もおり、軽い前菜なども頼めるようだった。

　テーブルの向かいに座る汐見が言った。

「それにしても、店の前で転んだ女性が梓さんで、本当に驚きました。いつも一人で飲んでるんですか？」

「会社の飲み会もたまにあるけど、基本的には一人かな。飲みに限った話ではないんだけど、そうやってお一人さまが好きだから、なかなか彼氏ができないのかもね」

「心配だな。今日みたいに酔ったら、変な奴にちょっかいかけられるかもしれませんし」

　ふいにそんなことを言われ、梓は一瞬きょとんとする。だがすぐに噴き出して言った。

「ないない。普段はこんなに酔わないし、さっさと帰るし」

「こんなにきれいなのに？」

　ふいに蠱惑的な目で見られ、梓の心臓がドキリと跳ねる。彼が微笑んで言葉を続けた。

「最初に声をかけたとき、第一印象で『美人だな』って思いました。でもすぐに顔立ちに見覚えがあることに気づいて、梓さんだってわかったんです」

「そんなに褒めたって、何も出ないよ。昔に比べたらだいぶ老けたでしょ」

「いえ。俺が知ってる頃の梓さんより、ずっときれいになりました。大人っぽくて」

　直球で褒められた梓は、どう反応していいかわからなかった。

　正面から見る汐見はとても端整な顔立ちをしていて、目元にわずかに掛かる黒髪やすっきりしたラインの首筋に男らしい色気を感じる。二人連れの若い女性客がチラチラ彼に視線を向けているのに気づき、梓は内心複雑になった。

（柾くん、このお店の中で結構目立ってる。……恰好いいもんね）

　しかもこんなふうにさらりと女性を褒めるのだから、相当恋愛慣れしているのではないか。

　そう考えているうちにパフェが運ばれてきて、梓はその美しい見た目に感嘆のため息を漏らした。

「すごい。写真撮らなきゃ」

　スマートフォンで何枚か写真を撮り、ＳＮＳに上げて、ようやくスプーンを手に取る。

　するとハスカップのジュレとグリオットチェリーが練り込まれたクリーム、そしてピスタチオのアイスクリームが絶妙にマッチし、うっとりするほど美味しかった。

　片や汐見のほうは、ネルドリップで丁寧に淹れられたマイルドローストのコーヒーをブラックで啜っている。そのしぐさには大人の落ち着きがあり、背すじの伸びた姿に見惚れていると、彼がこちらを見てニコッと笑った。

「美味しいですか？」

「う、うん」

「梓さん、思ってることがすぐに顔に出ますね。可愛い」

　年下の汐見にそんなふうに言われると、居心地の悪い気持ちがムズムズとこみ上げる。思わずつんとした表情を作り、パフェを口に運びながら言った。

「もう全然『可愛い』とか言われる年齢じゃないんだけど。だってアラサーだよ？　そんなことをさらっと言えるなんて、柾くんはずいぶん女慣れしてるんだね」

「拗らせてるなあ。俺のことはともかく、梓さんも年齢相応にいろいろ経験してきてますよね」

「う、うん。まあ」

　本当は、言うほど経験していない。

　何しろ高校は女子高でまったく出会いがなく、大学二年で初めて彼氏ができて、そのあとに一人としかつきあっていないからだ。だが顔の造りが派手なせいで、周囲からは恋愛経験が豊富なように見られている。

「お母さんに、いろいろ発破をかけられてるって言ってましたね。妹さんが先に結婚したから」

「そうなの。親戚にもいらない忠告をしてくる人がいて、親としては苦々しい気持ちみたい」

「婚活するって、本気ですか？」

「本気だよ。だって今は職場と自宅の往復しかしてないし、仕事は内勤で他社の人と直接顔を合わせる機会は滅多にないし。休みといえば家事と睡眠で終わっちゃって、こうやって飲みに来たのも久しぶりなんだもん。つまり、出会いがまったくないの」

　とはいえいきなり婚活するのはハードルが高く、二の足を踏む気持ちがある。

　こんなに恋愛から遠ざかっている自分は、出会いを求める人々の中で上手く振る舞えるだろうか。するとそんな心情を察したのか、汐見が言う。

「でも三年も一人でいたら、ちょっと不安になったりしませんか？　恋愛の勘が鈍ってるかもしれないって」

「そうそう。実際に会ってみたら、案外さらっと上手くいくのかもしれないけどね。最初の一歩を踏み出すのに勇気が要るっていうか」

「だったら梓さん、俺でリハビリするのはどうですか」

　いきなり思いがけないことを言われた梓は、言葉の意味がわからずポカンとする。

　目の前の彼を見つめ、戸惑ってつぶやいた。

「あの、それってどういう……」

「言葉どおりの意味ですよ。婚活の前に俺で三年のブランクの埋め合わせをしておけば、落ち着いて相手に対処できると思いませんか？」

　要するに彼は、自分を性的な関係に誘っている。そう悟った梓は、引き攣った笑いを浮かべながら言った。

「な、何言ってるの。そんな……」

「ああ、あまり深く考えなくていいですよ。俺も梓さんも大人なんだから、たまにはそういうことがあってもいいですよね？　あくまでも〝リハビリ〟ですから」

　ニッコリ笑う顔には深刻さは欠片もなく、梓はひどく動揺する。

　汐見の印象は高校生のときが一番強く、数時間前に再会して飲んでいるあいだは大人になった姿とのギャップを常に感じていた。

　だが彼の言うとおり、自分たちはもうお互いに大人だ。現在の汐見は二十六歳で、しかも〝家庭教師〟と〝生徒〟ではない。梓に操立てしなければならないような相手はおらず、そういう関係になっても何ら問題ないといえる。

（でも……）

　彼の口からさらりとそういう誘いが出たことに、梓はショックを受けていた。

　かつて真剣な顔で「好きです。つきあってください」と申し込んでくれた汐見が、今はこんなふうに軽く女性を誘えるようになっている。それは取りも直さず、現在の自分が彼にとって真剣に向き合うべき相手ではなくなっているということで、モヤモヤした気持ちがこみ上げた。

（そんなの当然だよね。八年前に自分を振った女のことなんて、今さら大切に思うわけない）

　ならばこれは、仕返しなのだろうか。

　たまたま再会したこちらを軽く扱い、溜飲を下げたい──そんな気持ちで誘ってきているのだろうか。

　そう考え、梓は目の前の汐見を探るようにじっと見つめる。

（でも、わたしだって今まで柾くんのことを思い出さなかったんだから、ショックを受けるなんておこがましい。それに彼は転んだわたしにわざわざ声をかけて、傷の手当てもしてくれた）

　こうして向かい合ってコーヒーを飲んでいるのも、酔い潰れた自分をタクシー乗り場まで送ってくれようとしたからだ。

　つまり汐見の行動は善意でしてくれているもので、〝仕返し〟などと考えるのは深読みしすぎなのかもしれない。ならば目の前の彼を、二十六歳の一人の男性として見たらどうだろう。

　見た目でいえば、彼はかなりスペックが高い。身長はおそらく一八〇センチを超えていて、顔立ちはとても端整だ。すっきりした輪郭ときれいに通った鼻筋、クールな印象の切れ長の目元と薄い唇など、おそらく誰が見ても「イケメンだ」と言うに違いない。

　体型はスラリとしていて手足が長く、細身だが骨格はしっかりしている。加えてバーテンダーとして仕事をしているときの汐見は見惚れるほど恰好よく、彼目当てで来ている女性客も多いように感じた。

　そんな汐見が、自分に興味を持っている。かつて告白されたときは直前まで〝家庭教師〟と〝生徒〟で、しかも梓には他に交際相手がいたため、断るしかなかった。だが現在はそうした縛りは一切なく、自分たちはただの昔馴染みだ。

　しばらく考えた梓は、やがて深呼吸する。そして彼を見つめて答えた。

「──わかった。いいよ」

「えっ、いいんですか？」

　なぜかぎょっとしたように汐見が問い返してきて、その顔を見た梓は噴き出しそうになる。

（柾くんのほうから言い出したくせに、こんなにびっくりするなんて変なの。でも、何だか可愛い）

　年上らしい主導権を握れたような気持ちになり、梓は気分が高揚するのを感じた。こんなふうに考えるのは、おそらく自分がまだ酒に酔っているからだろう。

　勢いで異性と関係を持つなど初めてだが、これもひとつの経験だ。しかも相手はまったく知らない人間ではなく、彼が言うように婚活を始める前の〝リハビリ〟としてはちょうどいいかもしれない。

　こんなドキドキは、久しぶりだった。梓が反応を窺っていると、汐見はひとつ咳払いをして気を取り直し、口を開いた。

「すみません、大きな声を出したりして。梓さんは断るかもしれないと思ってたので、そういう反応がちょっと意外でした」

「そう？」

「じゃあ、早速行きますか」

「待って。パフェ、残したら勿体ないから、柾くんも食べるの手伝って」

　そう言って梓は、グラスの中のパフェをスプーンで掬う。すると彼が盛大に顔をしかめて言った。

「俺、甘いもの苦手なんですよ」

「そうだっけ？　でもほら、早くここを出たいなら、食べちゃわないと。ね？」

　梓が小首を傾げて笑い、再度スプーンを差し出すと、彼は苦虫を噛み潰したような顔で渋々口を開ける。

　そして砂を吐きそうな表情で嚥下し、それを見た梓は噴き出した。

（何だか楽しくなってきちゃった。甘いものが嫌いなのに、無理して食べてくれてるのって、早くわたしとしたいからだよね？　可愛い）

　とはいえこれ以上苦手なものを強要するのはかわいそうになり、残りは梓が全部食べる。

　そして会計を済ませ、外に出た。午後十一時半の往来は、それなりの人通りだ。車道の脇には客待ちのタクシーが赤いテールランプを灯して停車していて、排気ガス交じりの雑多な匂いに満ちている。

「えっと、どこに行くの？」

「こっちです」

　汐見が迷いのない足取りで歩き出し、梓はそれに従う。

　彼が向かったのは、雰囲気のいいシティホテルだった。ラブホテルではないことに内心ホッとする梓をロビーのソファに座らせ、汐見がチェックインする。

　やがて案内されたのは、高層階に位置するモダンなインテリアの部屋だった。窓からは夜景を臨むことができ、梓は感心してため息を漏らす。

　その瞬間、背後から腰を抱き寄せられて、心臓が跳ねた。

「……っ」

「シャワー、浴びますか？」

　後ろから抱き込んでくる彼の身体は、梓をすっぽり腕の中に収めるほどしっかりしており、存外男らしいのがよくわかる。

　耳元でささやく声には艶っぽさがあり、梓は動揺を抑えて答えた。

「う、うん」

「じゃあ、お先にどうぞ」

　髪にキスをして身体を離され、梓はバスルームに向かう。

　勢いでここまで来てしまったものの、にわかに緊張が高まっていた。しかし自分で了承したのだから、もう引き下がれない。そう思いながらシャワーを浴び、バスローブを羽織って部屋に戻る。

　すると入れ替わりで汐見がバスルームに消えていき、残された梓は室内を見回した。

（わたし、どこにいるべき？　ベッドは何だか生々しいし、ソファのほうがいいかな）

　彼が戻ってくるのは、意外に早かった。

　ドアが開き、ドキリとしてそちらを見ると、汐見が笑って言う。

「どうしたんですか、そんな顔して」

「あの……」

「やっぱり緊張しますか？　三年ぶりですもんね」

　そういう彼は、一体いつぶりなのだろう。そう思っていると、汐見がベッドに腰掛け、梓に向かって呼びかける。

「こっち、来てください」

　ぎこちなくソファから立ち上がった梓は、彼の傍へと歩み寄る。

　自らの脚の間に迎え入れた汐見が、こちらの両手を握って言った。

「じゃあリハビリってことで、キスから始めましょうか」

　そう言った彼は自分から動こうとせず、梓は戸惑って「あの……」とつぶやく。

　すると汐見がニッコリ笑って促した。

「梓さんからしてください。まさか今までしたことがないわけじゃありませんよね？」

「それは、そうだけど……」

　これまでつきあった相手が二人しかいない梓は、正直経験豊富とは言い難い。

　だが年下の彼に舐められるのはプライドが許さず、梓は汐見の腰に跨るようにベッドに膝をかけ、屈み込んで口づけた。

　触れるだけで一旦離れ、すぐにまた押しつける。唇の合わせを舌先でなぞると彼がわずかに口を開け、そこからそっと中に忍び込んだ。

「ん……っ」

　汐見が舌を差し出してきて、梓はそれを舐める。

　濡れて柔らかい感触は久しぶりで、たったこれだけの接触で身体の奥がきゅんと疼くのがわかった。彼の首に腕を回しながらぬるぬると絡め、少しずつ口腔に押し入っていく。口づけが次第に濃厚になり、互いの吐息が熱を孕んだ。

「んっ……ぅっ、……は……」

　いっぱいいっぱいになりながら目を開けると、こちらを見つめる汐見の視線に合う。

　どこか冷静なその眼差しが悔しくなり、梓は彼と目を合わせたままより深く口腔を探った。そして唇を離した途端、透明な唾液が互いの間で糸を引く。

「……っ、はぁっ……」

「終わりですか？　じゃあ、今度は俺がしていいかな」

　そう言って汐見がこちらの後頭部を引き寄せ、唇を塞いでくる。

　ぬめる舌がねじ込まれ、口腔を舐め尽くして、梓は貪るようなその動きに喘いだ。涼しげな顔に似合わない濃厚な口づけが思考を奪い、何も考えられなくなっていく。

　何度も角度を変えて貪られ、ようやく解放されたときには、すっかり息が乱れていた。彼の手がこちらのバスローブの下の太ももを撫で上げ、下着に触れる。

「汚れちゃうので、脱がせていいですか」

「う、うん」

　梓の下着を太ももの半ばまで引き下ろした汐見の手が、秘所に直接触れる。

　そこはキスだけで潤んでいて、彼の指がぬるりと滑った。汐見の腰を跨ぐ体勢のため、脚を閉じることができない。それをいいことに、彼は花弁をなぞり、蜜口から指を挿れてくる。

「んん……っ」

　異物感が強く、梓はきつく眉根を寄せる。

　しかし濡れているせいで痛みはなく、柔襞が入り込む指をきゅうっと締めつけた。抽送されるうち、愛液が徐々ににじみ出て、かすかな水音が聞こえ始める。指の腹で内壁をなぞられる動きに次第に甘い快感が芽生え始めて、梓は切れ切れに喘いだ。

「……んっ……ぁっ……はぁっ……」

「梓さんの中、狭いですね。でもあったかくて、指でも気持ちいいですよ」

「んぁっ……！」

　挿れる指を増やされ、圧迫感が増す。

　そうしながらも汐見の手がバスローブの腰紐を解き、緩んだ合わせから胸のふくらみがあらわになった。それに赤面する暇もないまま、胸の先端に吸いつかれる。

「ん……っ」

　温かな舌で乳暈を舐め回され、先端が芯を持つ。

　ゆるゆると舐めたあとに音を立てて吸われ、指を受け入れた隘路がビクッと震えた。すると舌で嬲る動きを止めないまま、汐見がこちらを見上げて言う。

「胸、吸われるの好きですか？」

「あっ……」

　少しきつめに吸われるとじんとした愉悦がこみ上げ、ますます体内の指を締めつけてしまう。

　根元まで埋めた指で最奥を抉られると甘ったるい感覚が湧き起こり、声を我慢できなかった。梓が彼の首にしがみつくと、汐見はそれを受け止めて耳元でささやく。

「そんなにしがみついたら、触りづらいですよ。体勢変えていいですか」

「ん……っ」

　ズルリと指を引き抜いた彼が、梓の身体を抱えてベッドに押し倒す。

　そして脚に引っかかっていた下着を取り去り、乱れたバスローブから覗く裸体を見つめて微笑んだ。

「梓さんの身体、きれいですね。色が白くて、ほっそりしてて」

「あっ……」

　覆い被さってきた汐見が胸のふくらみをつかんで先端を舐め、思わずピクリと身体を震わせる。

　彼の髪が肌に触れる感触にゾクゾクし、呼吸が乱れた。こうした行為が久しぶりなせいか、やけに感じやすくなっている自分に、いたたまれない思いがこみ上げる。

　汐見の手は大きく筋張っていて、つかまれてたわむ胸のふくらみがひどく淫靡だ。左右を代わるがわる舐めた彼が、梓の脚を開かせる。そして再び蜜口から、指を挿れてきた。

「んん……っ」

　ぬめる柔襞を掻き分け、硬い指が隘路に埋められていく。

　ゴツゴツとした感触に肌が粟立ち、内壁がきつく窄まって汐見の指を締めつけた。かつて〝生徒〟だった彼とこんなことをしている状況が、今も信じられない。

　だが八年前の合格発表の日に告白してきた汐見は、今の自分に対してそんな深刻な気持ちは抱いていないはずだ。だからこそあんなふうに軽く「婚活に備えて、自分でリハビリするのはどうですか」などと誘ってきて、梓はそれに乗った。

（そうだよ。こんな経験、滅多にないんだから、受け身でいたら勿体ない）

　そう考えた梓は、腕を伸ばして彼の髪に触れる。そしてその顔を引き寄せ、自分から口づけた。

「ん……っ」

　口腔に舌を差し入れ、ぬめる感触をくすぐるように舐める。

　間近で見る汐見の顔は端整で、瞳の奥に欲情を押し殺した色を秘めていた。キスをしながら、梓は手のひらで彼の胸元を撫でる。すると硬くしっかりした感触で、胸の突起が引っかかり、そこに触れると汐見がビクッと身体を揺らした。

「……どこ触ってるんですか」

「ん？　胸、感じる？」

「感じるっていうか、くすぐったい……、うっ」

　摘まんだ途端に彼が息を詰まらせ、梓はにんまり笑う。

「やっぱり感じるんだ。可愛い」

「……ずいぶん余裕ですね」

　唸るように言った汐見が中に挿れた指をぐっと押し上げてきて、梓は「あっ」と声を上げる。

　そのまま抽送を激しくされ、高い嬌声が漏れた。掻き回される隘路から聞くに堪えない水音が立ち、長い指で感じやすい奥を抉られるたびにビクビクと内壁がわななく。

　心臓の鼓動が速まり、彼の二の腕をきつくつかむ。やがて梓は弓なりに背をそらして達していた。

「あ……っ！」

　愛液が奥からどっと溢れ出し、汐見の手を濡らす。

　まるで全力疾走をしかたのように心拍数が上がり、身体から汗が噴き出していた。するとズルリと指を引き抜いた汐見が身を屈め、脚の間に顔を伏せてくる。

「ひっ、ま、待って……っ」

「待ちません」

　彼が愛液で濡れそぼる秘所を舐め上げ、ビクンと腰が跳ねる。

　熱い舌で舐め回される感覚は強烈で、汐見の頭に手を触れた梓は何とか彼を押しのけようともがいた。しかし彼はそんな抵抗を物ともせずに愛液を啜り、花弁にくまなく舌を這わせて敏感な花芽を押し潰す。

「んっ……ぁ、はぁっ……」

　こちらの腰を抱え込みながら、汐見は熱心に舌で奉仕してきた。

　最初は抵抗していた梓だったが、次第にそれが弱々しくなり、ただ甘い声を漏らすだけになる。花芽を転がしたり、蜜口から舌を入れられるのには快感があり、愛液がどんどん溢れていくのを止められない。

　やがて彼が、口元を拭いながら上体を起こした。そして自身が羽織っていたバスローブを暑そうに脱ぎ捨てる。

（あ、……）

　その身体は引き締まり、思いのほか男っぽい。

　広い肩幅やしなやかな筋肉がついた腕、無駄のない腹部などを目の当たりにした梓はドキリとした。黒いボクサーパンツの前が盛り上がっているのが生々しく、身体を起こしてそっと触れてみる。

「……っ」

　汐見がピクリと身体を揺らし、息を詰めた。

　生地の下に息づく昂ぶりは張り詰めて硬く、先端部分を撫でると先走りの液がじんわりと染みてくるのが卑猥だ。自分ばかりがさんざん乱されたお返しとばかりに、梓は屹立を布越しに撫でる。

　しばらくそうしたあとで下着を引き下ろすと、すっかり兆したものが現れた。直接触れようとするのを押し留めた彼は、ベッドサイドに腕を伸ばして避妊具を取り出す。

　そして素早く装着すると、梓の肩に手を掛けて押し倒し、上から覆い被さってきた。

「あ……っ」

　張り詰めた昂ぶりを花弁に擦りつけられ、その質量と熱さに期待が高まる。

　しかし汐見はすぐに挿れようとはせず、亀頭で花芯を刺激してきた。かすかな水音と共に甘ったるい快感がこみ上げ、梓は息を乱しながら身をよじる。

　早くほしいのに焦らされるのがたまらず、彼の腕を強くつかむものの、先端がぬるりと滑るだけで中に入ってこない。じりじりとした思いが募り、梓は小さく言った。

「……っ、柾、くん……」

　我慢できずに名前を呼ぶと、汐見が答える。

「何ですか」

「ぁ、いつまで、そんな……っ」

「気持ちよくないですか？　梓さん、ここ好きですもんね。さっきまでさんざん舐められて硬くなってるところ、今俺の先っぽで苛められてますよ。どんな感じですか」

「……っ」

　かあっと頬が熱くなり、蜜口がヒクリと震える。

　言葉から想像させられる様子はひどく卑猥で、ますます飢餓感がこみ上げた。腕を伸ばした梓は、避妊具に包まれた剛直を直に握る。そしてそれを自身の秘所に導いた。

「ん……っ」

　先端が浅く蜜口にめり込み、内襞が期待に蠢く。梓は汐見を見上げ、上気した顔で誘った。

「柾くんこそ、早くわたしの中に挿入りたくない……？」

「……っ」

　すると彼が一気に余裕のない表情になり、体重をかけて腰を進めてくる。

　柔襞を掻き分けて入り込むものの圧倒的な質量に、梓は喘いだ。三年ぶりの行為のために強い異物感があるが、苦痛はない。

　入り込んだものが最奥に到達した途端、肌が粟立つほどの快感をおぼえて、中を締めつけてしまった。すると汐見が、熱い息を漏らしてつぶやく。

「は、すっごい。……きつい」

「……っ」

「痛くないですか？」

　気遣ってくれたことにじんわりと面映ゆさを感じつつ、梓は首を横に振る。それを見た彼が、緩やかに律動を開始した。

「は……っ、ぁっ……」

　根元まで埋められる質量が苦しいのに、切っ先で最奥を押し上げられると甘い愉悦が湧き起こり、梓は甘い声を漏らす。

　太さのある幹に内壁を擦られ、密着した襞が表面に浮き出る血管の感触までをも伝えてきて、ゾクゾクとした悦びがこみ上げていた。こちらの膝をつかんだ汐見が繰り返し腰を押しつけ、そのたびに身体が上下に揺れる。彼は余裕のない表情をしており、思いのほか男っぽいその表情に胸がきゅんとした。

　するとそれに呼応して内壁も屹立を締めつけてしまい、汐見が息だけで笑う。

「……っ、梓さんの中、最高ですね。俺のを咥え込んで離さない」

「あっ……はぁっ……」

「ちょっと激しくしますよ」

　そう言ってこちらに覆い被さった彼が、身体を密着させながら律動を激しくしてきて、梓は高い声を上げる。

「あっ……んっ、……ぅっ……あ……っ！」

　ベッドのスプリングで身体が弾むのを感じながら、梓は汐見に揺さぶられる。

　ふいに間近で視線が絡み、どちらからともなくキスをした。剛直で貫かれながら舌を舐め合うのはひどく淫靡で、どこもかしこもいっぱいにされる感覚に頭がぼうっとしてくる。

　口づけを解いた彼が、熱い息を吐いて言った。

「このまま達くのが勿体ないな。一回抜きますよ」

「あ……」

　ズルリと楔を引き抜かれ、身体をうつ伏せにさせられる。

　背後から覆い被さった汐見が梓の尻の丸みを撫で、後ろから蜜口に指を挿れてきた。

「ああ、すごい濡れてる……熱いですね、中」

「うぅっ……」

　指を抽送されるたびに中に溜まった愛液が溢れ、シーツを濡らしていく。

　そうしながらも、彼は梓の耳朶を食み、耳孔に舌をねじ込んできて、頭の中にダイレクトに響く水音に肌が粟立った。

「やぁっ……！」

　くちゅりという音と舌の感触に、思わず首をすくめる。

　隘路を掻き回される動きと耳への愛撫でまったく余裕がなくなり、梓は手元のシーツをきつくつかんだ。腰にはすっかり昂った汐見のものが当たっていて、じんわりとした熱と硬さを伝えてくる。

　しばらくそうして梓を啼かせた彼はこちらの腰を抱え上げ、後ろから挿入してきた。

「んん……っ」

「あー、狭い。ぬるぬる……」

　根元までみっちりと挿入し、切っ先を最奥にグリグリと押しつけられると、すぐに達してしまいそうな快感があって小さく呻く。

　浅い呼吸をする梓の体内を、彼は繰り返し穿ってきた。抽送が加速していき、肌同士がぶつかる鈍い音が響く。甘ったるい快感が身体の奥にどんどんわだかまっていって、肌がじんわりと汗ばんでいた。

（もう駄目……きちゃう……っ）

「あ、あ、……はぁっ……あ……っ！」

　ビクッと身体を震わせた梓は、シーツを強くつかんで達する。

　すると中できつく締めつけられた汐見が背後でぐっと息を詰め、ほぼ同時に射精するのがわかった。

「……っ」

　薄い膜越しに熱い飛沫がドクドクと放たれるのを感じ、梓は眩暈がするような愉悦を味わう。

　シーツにぐったりと身体を横たえると、こちらの肩に手をかけて仰向けにされ、彼が覆い被さってきた。唇を塞がれた梓は、汐見の舌を従順に受け入れる。

「ぅっ……んっ、……ふ……っ」

　熱っぽい舌を絡められ、まだ息の整わない梓は苦しくて喘ぐ。

　やがて唇を離した彼が自身を慎重に引き抜き、避妊具の後始末をした。そして汗ばんだ前髪を鬱陶しそうに掻き上げ、新しい避妊具を手に取りながら言う。

「治まらないんで、もう一回していいですか」

「ぁ……」







　二度目の行為は執拗で、さんざん乱された梓は、気がつけば泥のような眠りに落ちていた。

　かすかにベッドが揺れた気がして目を覚ますと、目の前に裸の胸があって驚く。梓を抱き込んで寝ていた汐見が、スマートフォンで時刻を確認しているところだった。

「起こしちゃいましたか？　すみません。今、午前六時ちょっと前ですけど、梓さんは今日も仕事ですよね」

「う、うん」

「このままここから出勤しますか？　それとも一度自宅に帰りますか」

　どうやら昨夜は、寝落ちしてしまったらしい。

　自宅はここからタクシーで十分もかからないところで、一旦帰宅するのは充分可能だ。梓は彼の視線を気にしながら答えた。

「仕事に行く前に着替えたいから、一回帰る」

「じゃあ、もう出ましょう」

　そう言って起き上がった汐見の男らしい背中を見つめ、梓の頬がじんわりと熱くなる。

　彼の肩には自分がつけたらしい引っ掻き傷がくっきり赤く残っていて、申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

　シャワーは自宅で浴びることにして、とりあえず落とし忘れていたメイクを軽く直す。ホテルを出て、タクシーを拾うために往来に向かって歩きながら、汐見が問いかけてきた。

「梓さんの家って、どの辺なんですか」

「西十一丁目駅から、歩いて六分くらいのところ。柾くんは？」

「北十二条です」

「だったら方向が違うから、別々のタクシーで帰ったほうがいいんじゃない？」

「いえ。俺の仕事は夕方からなので、気にしなくていいですよ」

　結局一台のタクシーに乗ることになり、梓は何となく落ち着かない気持ちになる。

　彼の顔を見ないまま車窓から外を眺めると、往来はまだ車の数が少なく、駅に向かって歩く通勤の人の姿がポツポツあった。

　身体には情事の余韻が残っており、気だるい疲れを感じていた。ふと隣に座る汐見の手が目に入り、昨夜それが自分にどんなふうに触れたかを思い出した梓は、頭が煮えそうになる。

（やだ、わたし。また……）

　最奥が疼き、秘所がじんわりと濡れるのを感じて、必死に平静を取り繕う。

　道が空いているため、タクシーはスムーズに進んだ。自宅の最寄り駅の前でタクシーを停めてもらった梓は、バッグから財布を取り出す。汐見にお金を渡そうとしたところ、それはあっさり拒否された。

「いりません」

「でも」

　ホテル代を払ってもらったのだから、タクシー代まで出されるのは気が引ける。そう思うのに、彼は頑なに拒否する。

「本当に大丈夫です」

「……そう」

　運転手の手前、いつまでも揉めるわけにはいかず、梓は渋々それを了承する。

　そしてそそくさとタクシーを降り、短く言った。

「じゃあ」

「はい」

　後部座席のドアが閉まり、彼を乗せたタクシーが緩やかに発進していく。

　それを見送った梓は、しばらくそのまま立ち尽くしていた。物思いに沈みかけたものの、今日は仕事だ。シャワーを浴び、メイクをしてすぐに家を出ないと、始業時間に間に合わない。

　目の前の道路は車が行き交い、地下鉄の入り口に続々と通学や出勤の人々が吸い込まれていくところだった。

　それに逆行する形で踵を返した梓は、地下鉄の駅から徒歩数分の自宅マンションに向かい、うつむきがちに歩き始めた。







＊第二章








　ｌｅｇｇｉｅｒｏは駅からメインストリートを南に一本進み、東側に少し入ったビルの一階に位置する、オーセンティックバーだ。

　周囲にはや飲食店のビルや鮨屋などが立ち並び、雰囲気は悪くない。三ヵ月前にオープンして以降、隠れ家的でスタイリッシュな空間と本格的なカクテルが評価され、少しずつ固定客が増えている。

　そこで働く汐見柾は、バーテンダーになって四年になる。店のオープンは午後六時からだが、今日はその時間から本店でミーティングがあり、そちらに向かった。久しぶりに訪れたＬａｒｇｏはかなり広く、フロアの真ん中に大きなグランドピアノが置かれているのが印象的だ。

　ジャズバーであるここはプロのピアニストが生演奏をするのが売りで、開店して六年目だが雑誌にも載る有名な店となっている。重厚な木製のドアを開けて中に入ると、Ｌａｒｇｏの店長の高たか田だがこちらを見て挨拶してきた。

「おはよう、汐見」

「おはようございます」

「どうだ、ｌｅｇｇｉｅｒｏのほうは。もう慣れたか？」

「はい。おかげさまで」

　今日のミーティングは、三日後の祝日にここで行われる予定のウェディングパーティーの打ち合わせだった。

　結婚式の二次会などのパーティーの申し込みは月に一、二回あり、汐見はヘルプのバーテンダーとして当日こちらを手伝うことになっている。

　続々と集まってきたスタッフたちと挨拶を交わし、全員が揃ったところでミーティングが始まった。配られたプリントに目を通しながら、汐見は昨夜のことを思い出す。

　──昨夜汐見は、店の前の道路で会社員らしい女性が転ぶのを目撃した。たまたま手が空いていたので声をかけに行ったところ、それは見覚えのある女性で、かつて自分の家庭教師をしていた片山梓であるのに気づいた。

　彼女に会ったのは、実に八年ぶりだ。大学合格と共に家庭教師は終わる約束だったため、汐見は発表の日に勇気を出して「好きです」と告白した。

　だが結果は「ごめんなさい」というものだった。梓は汐見の三歳年上で、しかも当時つきあっている相手がいたのを考えれば、それは当然の結果だったのかもしれない。

　それでも汐見が告白したのは、万が一の可能性に賭けたからだ。一年余り家庭教師をしてくれた彼女は、とてもきれいな女性だった。化粧は薄いものの、元々整っている顔立ちを上手く引き立てていて、ほっそりした体型やサラサラの髪など、どのパーツを見ても好ましかった。

　さっぱりした性格で、勉強の教え方もわかりやすく、英文科に通っているだけあって英語の発音がきれいだ。憧れが明確な好意に変わるまでさほど時間はかからなかったが、汐見は告白したい気持ちをぐっとこらえていた。

　なぜなら自分と梓は、〝家庭教師〟と〝生徒〟だからだ。汐見の母親は梓が女性であることを考慮し、授業のときは密室にしないように部屋の扉を全開にしていて、勉強の合間に雑談はできてもそうした話は一切できなかった。

　もし好意を仄めかせば、彼女は警戒して家庭教師を辞めてしまうかもしれない。それだけは何としても避けたいと考えた汐見は、好きな気持ちを秘め続け、合格発表の日に満を持して告白した。

　結果はにべもないもので、梓との関わりはそれきり途絶えた。何となく結果はわかっていたこととはいえ、彼女に振られた事実は、しばらく汐見の中で尾を引き続けた。

　それでも時間が薬となり、大学時代から数人の女性とつきあった。在学中にバーテンダーのアルバイトを始めてからは、見た目が女受けすることもあってそういう誘いが引きも切らなかったが、元々浮ついた性格ではない汐見はそれらを丁寧に断り続け、今に至る。

（でも……）

　店の前で転んだ女性が梓だと気づいた瞬間、汐見の中で過去の気持ちが強く揺り起こされた。

　二十九歳になった彼女は昔に比べ、大人の女性らしい色香を身に着けている。相変わらずきれいな顔立ちをしていて、華奢な体型にスーツがよく似合い、爪や肌には手入れが行き届いていた。

　控えめに光るピアスや首元のネックレスもセンスがよく、誰が見ても「美人だ」という女性で、今の梓がどういう状況なのかが気になった汐見は店で飲むように誘った。

　すると会話をする中で、現在の彼女が精密部品会社の海外営業事務をしていること、そしてこの三年ほど彼氏がおらず、婚活を真剣に考えていることがわかり、汐見の心に火が点いた。

（今つきあってる相手がいないなら、相手は俺でもいいはずだ。……今度こそ、この人を手に入れたい）

　だが自分は、過去に一度梓に振られた身だ。

　一体どういうふうに攻めれば、彼女は自分のものになるだろう──そう思案しているうちに梓が酔い潰れてしまい、店長の江田島が「もう上がっていいから、タクシーがいるところまで送ってやれ」と提案してきて、汐見はチャンスだと思った。

　あえて「婚活に備えて、俺で〝リハビリ〟をしませんか」と軽く誘ったのは、そう言えば梓が乗ってくるかもしれないと考えたからだ。

「事前に三年のブランクの埋め合わせをしておけば、婚活のときに落ち着いて相手に対処できる」「俺も梓さんも大人なんだから、深く考えなくていいですよ」──そんな言葉を聞いた彼女はびっくりした顔をしていて、汐見は内心ヒヤリとした。

　こんな言い方をする自分を、梓は軽蔑しただろうか。もしかすると「軽い男だ」と考え、ひどく幻滅されてしまったかもしれない。

　だが意外にも彼女は「いいよ」と答えた。あのとき感じた複雑な気持ちを、汐見は思い返す。

（梓さんは、一体どういうつもりで俺の誘いをＯＫしたんだろう。ただの暇潰しか、それとも少しでも〝特別〟に思ってるからなのか）

　八年前はにべもなく断られたのに、今はあっさりこちらを受け入れている。

　それは大人になっていろいろ割りきれるようになったがゆえなのか、自分だからこそ了承したのかの判別がつかなかったが、梓に近づくチャンスを無駄にはできない。

　初めて目にした彼女の身体は、きれいで色気があった。肌はすべすべで手触りがよく、ほっそりしているのに胸はそれなりにあって、形も美しい。最初こそ三年ぶりの行為にぎこちなさのあった梓だが、途中でこちらの身体に触れる余裕が出てきて、汐見は心を乱された。

　おそらく彼女の中には〝自分のほうが年上だ〟というプライドがあり、主導権を完全に明け渡したくないのだろう。だがそうした振る舞いは、梓が過去の交際相手とどんなふうにつきあってきたのかを想像させ、汐見の中の対抗心に火を点けた。

　終わってみれば、梓と過ごした一夜はとても刺激的だった。結局二度も抱いてしまい、疲れ果てた彼女は寝落ちして、朝六時前にバタバタと帰る羽目になった。

　目が覚めてからの梓は、気まずさゆえか極力こちらの顔を見ないようにしていて、汐見の中に忸怩たる思いがこみ上げる。

（梓さんが、俺と寝たことを後悔していたらどうしよう。もし一夜限りで、もう会う気がないんだとしたら──）

　汐見としては、これっきりにするつもりはない。今彼女に交際相手がいないなら、何としても自分がその座に収まりたいと考えている。

　だが昨日の誘い方で、梓がこちらを軽い男だと考えている可能性は大いにあった。成り行きで一夜を過ごす相手としては最適でも、つきあうには不適格だと思うかもしれず、じりじりとした気持ちが心に渦巻く。

（何だかな。なかなかタイミングがなくて、向こうの連絡先も聞けてないままだし。もし梓さんにそういう気がないなら、完全に詰む流れだ）

　だが、ほんのわずかだが可能性はある。

　高田の説明をよそに、そっとバッグの中を覗いた汐見の視線の先には、革製のパスケースがあった。中にはＩＣカードが入っており、〝カタヤマ　アズサ〟と記名されている。

　それがタクシーの座席に落ちているのに気づいたのは、梓が降りた直後だった。おそらく彼女は料金を払おうとして財布を取り出したとき、パスケースを落としてしまったのだろう。

　出勤するときに失くしたことに気づいているはずで、それを汐見が持っていると推察するのは、充分にありえる。

（パスケースのことを聞きに、また店に来てくれたらいい。でも、もし見つけるのを諦めて、再発行するのを選んでしまったら……）

　そうすれば、自分が梓に接触する手段はない。

　会社の名前は詳しく聞いておらず、タクシーは最寄り駅の傍に停まったため、詳しい住所もわからない。つまりもう一度彼女に会えるかどうかは、一か八かの賭けだった。

　やがてミーティングが終わり、汐見はＬａｒｇｏを出て徒歩五分のところにあるｌｅｇｇｉｅｒｏに向かう。すると店は既に開いており、店長の江田島がカウンターの中から言った。

「お疲れ、汐見。Ｌａｒｇｏのミーティング、どうだった？」

「パーティー当日の流れを確認してきました。午後六時に始まって、九時に終わるらしいので、俺はその足でこっちに来ます」

「いいよ。パーティーの手伝いは疲れるだろうし、その日はこっちに来ないでそのまま帰りな」

「店長一人で大丈夫ですか？」

　彼が「まあ、一日くらいは大丈夫でしょ」と答え、汐見は江田島の申し出をありがたく受けることにする。

　本店のＬａｒｇｏは午後八時の開店で翌朝三時まで営業しているが、ｌｅｇｇｉｅｒｏは午後六時から深夜零時までだ。

　早い時間帯は待ち合わせがてら一杯飲んでいく人や、軽く飲んで帰りたい人、客と同伴するホステスなどが多く、そこから徐々に他店で飲食をしたあとに二軒目として使う客層へと移行していく。

　置いている酒はヴィンテージのウイスキーやスピリッツを数多く揃え、オリジナルカクテルや旬のフルーツを使ったカクテル、ワインなど、多彩なラインナップを売りにしていた。

　午後九時過ぎ、カウンターの中でグラスを拭いていた汐見は、ドアが開いたのに気づいて顔を上げる。するとそこには待ち焦がれていた人物がいて、微笑んで言った。

「いらっしゃいませ」

　汐見の顔を見た彼女──梓が、少しぎこちない口調で言う。

「こんばんは。昨日は傷の手当てをしてくれてありがとう。店長さんにも、そのお礼がしたくて来たの」

　そう言って梓は、汐見に百貨店の紙袋を差し出す。

　中身はお菓子らしく、汐見が奥の厨房で作業していた江田島にそう告げると、彼がカウンターまで出てきて言った。

「こんばんは、片山さん。お気遣いしていただかなくてもよかったのに、わざわざありがとうございます」

「いえ」

「昨夜は大丈夫でしたか？　汐見に聞いたら、あのあとすぐ駅前通りでタクシーに乗せたと言っていましたが」

　すると彼女はかすかに目を瞠り、すぐに取り繕う口調で答える。

「そ、そうなんです。あんなに飲みすぎるなんて、重ね重ねご迷惑をおかけしてすみません。あれから帰って、メイクも落とさずに寝ちゃいました」

　江田島の隣に立つ汐見は、何食わぬ顔で二人の会話を聞いていた。

　今日は出勤するなり江田島に昨夜のことを聞かれたが、「すぐにタクシーに乗せました」と答えている。

（……実際は違うけどな）

　ホテルに行って、互いに主導権を争いつつ、熱く抱き合った。だがそんなことはおくびにも出さず、汐見がグラス拭きを続けていると、隣で江田島が言う。

「今日はどうされますか。軽く飲んでいきます？」

「あ、はい」

　カウンターの椅子に座った梓がメニューを眺め、「プルシア・ロワイヤルで」と告げる。

　汐見が江田島に「俺が作ります」とささやくと、彼は頷いて奥のやりかけの仕事に戻っていった。それを見送り、汐見はフルート型のシャンパングラスを出す。

　作り方は、シェーカーを使わずにグラスの中で直接材料を混ぜる〝ビルド〟だ。リキュールをメジャーカップで計り、グラスに入れる。そして冷えたスパークリングワインを注ぐが、このとき立ち上がってくる美しい気泡ペルルもデコレーションのひとつといわれていた。

　気泡を潰さないように中身をステアした汐見は、それをカウンター越しに提供する。

「お待たせしました。プルシア・ロワイヤルです」

　シャンパングラスを手に取り、中身を一口飲んだ梓が、ほっと息をついてつぶやいた。

「美味しい。リキュールのフルーティーさと、シャンパンの華やかな香りがいいね」

「プルシアは南フランス産の高品質の生食用プラムと、葡萄原料のスピリッツをベースに作っていて、プラム本来の自然なフルーティーさを味わえるんです。ロワイヤルは、その香りを生かせるいいレシピだと思います」

　現在店内にはカウンターに一人、ソファ席に二組の客がいる。

　奥で作業していた江田島が皿を手に出てきて、「一口オードブルプレート、お待たせしました」と言ってサーブしていた。それをチラリと見やりながら、梓が「あの」とひそめた声で言う。

「何ですか？」

「柾くんに、聞きたいことがあって……わたしのパスケース、タクシーの中で見なかった？」

　彼女が反応してきたことに内心ガッツポーズを取りながら、汐見は顔色を変えずにさらりと答える。

「落ちてましたよ、茶色い革のパスケース。俺が持ってます」

　すると梓がパッと目を輝かせ、こちらを見た。

「本当？　よかった。再発行するのも手間だし、見つからなかったらどうしようかと思ってたの」

「でも申し訳ないんですが、今は手元にないので渡せません。店の営業が終わるまで待ってもらえませんか」

　汐見の言葉を聞いた彼女は、戸惑ったように言う。

「終わるまでって、一体何時？」

「零時です。梓さん、明日は土曜だから仕事が休みですよね？　この店で飲んでくれていてもいいし、他の店で待っててもいいんですけど」

　すると梓が不満そうにモゴモゴと言う。

「でも……わたし、この一杯を飲んだらすぐに帰ろうと思ってて。今取ってきてもらうわけにはいかない？」

「仕事中ですし、スタッフが二人しかいないので、それはちょっと難しいんですよ。すみません」

　本当は奥に行けないわけではなかったが、あえてそう言うと、彼女が「……そう」とつぶやく。

　梓の顔を見ると昨夜の出来事が生々しく思い出され、心が疼いた。彼女との縁をあれきりにしたくないと思い、また会える可能性に一縷の望みを賭けていたが、梓はパスケースを求めてこの店にやって来てくれた。ならばこの機会に一気に畳みかけ、どうにか交際を了承させたい──そう汐見は考える。

　それから他の客の対応をする合間、彼女と話をした。

「今日は来るのが遅かったんですね。残業ですか？」

「わたしが担当しているイギリスの取引先は日本との時差が八時間あるから、向こうと打ち合わせをすると、おのずと時間が遅くなっちゃって。その分、他の日で出勤時間を調整できたりするんだけどね」

「なるほど」

　やがて午後十一時を過ぎた頃、彼女が「お会計してください」と告げてくる。

　汐見が問うような視線を向けると、他に聞こえないようにボソリとした口調でつぶやいた。

「……駅前の、〝Ｄディー〟っていうカフェにいるから」

「わかりました」

　その後、最後の客が十一時四十五分くらいに帰っていき、汐見は入り口に〝ｃｌｏｓｅｄ〟の札を下げる。

　そして閉店作業をし、江田島に向かって言った。

「じゃあ、お先に失礼します」

「お疲れさま」

　駅前のカフェまでは、徒歩で五分もかからない距離だ。

　湿り気のある夜気を感じながら歩き、汐見は目的の店まで来る。店内は人がまばらで、梓は奥のソファ席にいた。彼女はこちらを見るなり、どこかムッとした顔で言う。

「──パスケース、返して」

　この調子だと、こちらがわざと返さないことに気づいていたのだろう。汐見はニッコリ笑って梓を見た。

「まあまあ。俺、仕事上がりなので、コーヒー飲ませてもらっていいですか」

「いいけど。柾くん、わたしがお店にいるあいだに何度か奥に入ってたよね？　そのときに持ってこれなかったの？」

　汐見は店員にアイスコーヒーをオーダーし、梓を見つめて素直に謝罪する。

「すみません。梓さんに帰ってほしくなかったので、わざとパスケースを返しませんでした。許してください」

「…………」

「こうでもしないと、二人で話す機会を作ってもらえないと思ったんです。梓さん、もしかして昨日のことを後悔してますか？」

　汐見の問いかけに、彼女が一瞬ぐっと言葉を詰まらせ、目を伏せて答える。

「……そうだね、後悔してる。お酒に酔ってたこともあって柾くんの誘いをＯＫしたけど、冷静になってみれば『何やってるんだろう』って思った。だってわたしたちは……恋人同士じゃないのに」

　やはり梓が後ろ向きな気持ちになっているのを知り、汐見はさらりと告げた。

「じゃあ、つきあえば何も問題ないんじゃないですか」

「えっ？」

「梓さん、俺の彼女になってください」

　汐見としては直球で申し込んだつもりだったが、彼女はムッとした表情になり、横を向いて答えた。

「やだよ、柾くんみたいな軽い男」

「別に軽くないですよ」

「軽いよ。再会してすぐに誘ってきたりして、どうせいつもそういうことしてるんでしょ」

　いかにも嫌そうに言われて、汐見は思わず言い返す。

「でも梓さんだって、それに乗ってきましたよね」

「それは柾くんが──」

「俺は別に無理やりしたわけじゃありません。同意の上での行為のはずなのに、俺一人に責任転嫁するのっておかしくないですか」

　それを聞いた梓が、ぐっと言葉に詰まる。彼女は気まずそうに小さく言った。

「だから、あれは……お酒に酔ってて」

「もうお互い大人なんだから、そういうノリだっていいじゃないですか。もしその関係に名前をつけなきゃいけないなら、別に〝つきあう〟っていう形で構わないんじゃないかって俺は言ってるんですけど」

　すると梓が、歯切れの悪い口調で言う。

「だから、そういうことじゃなくて……」

　煮えきらない返答を聞いた汐見の中に、苛立ちに似た気持ちがふつふつと湧き起こる。

　確かに昨夜誘ったのはこちらのほうだが、それを了承したのは他ならぬ彼女自身だ。しかも行為の最中にこちらを翻弄するように行動までしてきたくせに、「そんなつもりじゃなかった」というのは筋が通らない。

　それなのに拒むのは、自分が年下で頼りないからだろうか。だが歳の差は永遠に縮まることはなく、もどかしさが募った。

（待てよ。梓さんは、やたら自分が年上だってことにこだわってる。だったら、それを逆手に取るのはどうだろう）

　しばらく考えた汐見は、やがてうっすらと笑みを浮かべて言った。

「──もしかして梓さん、昨夜俺としたのが快よすぎて及び腰なんじゃないですか？　このままじゃ嵌まっちゃいそうで怖いとか」

　それを聞いた梓が、唖然としてこちらを見つめる。

　彼女はみるみる頬を紅潮させ、猛然と反論してきた。

「はあ？　何言ってるの、そんなことないから！」

「でも今までの発言を聞くと、そんな気がして」

「そっちこそ、わたしの身体がよかったからそうやって食い下がってくるんじゃない？　だって二回もしたくらいだし」

「俺は梓さんが物足りなさそうだったから、それに応えたまでですよ」

　すると挑発にまんまと乗った彼女が、悔しそうな顔で言う。

「ふうん。だったらもう一回する？　どっちが相手の身体に溺れてるか、はっきりさせよう」

「いいんですか？」

「いいよ。わたしは別に柾くんにはまってるわけじゃないし、年上なんだから全然余裕あるし」

　むきになる梓を前に、汐見は内心微笑ましい気持ちになる。

　年上であることをことさら強調する彼女は、少し子どもっぽくて可愛い。何より二度目に繋げられたことがうれしく、それを表情に出さないようにしながら告げる。

「じゃあ、早速はっきりさせに行きますか」

「望むところよ」





＊　＊　＊






　日中の気温が三十度まで上がった今日は、夜になっても湿度が高く蒸し暑い。

　そんな中、深夜まで営業しているカフェを出た梓は、内心の困惑を押し殺した。

（わたしの馬鹿。何で柾くんの挑発に乗って、またこんなことになってるの）

　かつての教え子だった汐見柾と八年ぶりに再会し、勢いで身体を重ねたのは、昨日のことだ。

　今朝目が覚めたとき、自分が彼と一夜を過ごしてしまったのを思い出した梓は、ひどく動揺した。酒に酔って恋人でもない相手と抱き合ったのは、これが初めてだ。汐見の触れ方はひどく巧みで、そうした行為が三年ぶりだった梓は、たやすく翻弄されてしまった。

　だが酔いが醒めてみると、自分の軽はずみな行動に忸怩たる気持ちがこみ上げ、朝は汐見の顔を正面から見ることができなかった。

（〝婚活前のリハビリ〟とか言ってたけど、常識で考えたらやっぱりおかしい。もう柾くんとは、距離を取らなきゃ）

　そう考えていたはずなのに、自宅で身支度をして出勤しようとした梓は、いつもバッグの中に入れているパスケースがないことに気づいた。

（さっきタクシーでお金を払おうとしたときは、バッグの中にあったはず。もしかして、財布を出すときに落とした？）

　タクシー会社に忘れ物がなかったかどうかを問い合わせてみたものの、「何も届いておりません」と言われた。

　だとすれば、タクシーに同乗した汐見が持っているのかもしれない。そう思い至ったものの、梓は「どうしようか」と考えた。

　もう彼に会いたくないのは山々だが、パスケースとその中に入っているＩＣカードは返してほしい。最悪の場合は交通局から再発行してもらうという手もあるが、それもだいぶ手間だ。

（それに……）

　うっかり一夜を共にしたという事情はさておき、汐見とｌｅｇｇｉｅｒｏの店長である江田島には怪我したところを手当てしてもらった恩があり、礼も言わずにフェードアウトするのはあまりに感じが悪い。

　しばらく迷った末に、梓はため息をついて決断した。

（仕方ない。お礼を言いがてらお店に行って、わたしのパスケースを持ってないか柾くんに聞いてみよう）

　かくして梓は昼休みに会社の近くにある百貨店に行き、ｌｅｇｇｉｅｒｏに持っていく手土産を買った。

　そして午後は商品の受発注、納期と在庫の管理、見積りの作成と入金管理などの仕事をこなし、午後八時からはアイルランドの販売拠点とテレビ会議をして、九時に退勤する。

　それからｌｅｇｇｉｅｒｏを訪れたものの、朝タクシーの中でパスケースを拾ったという汐見は仕事中であることを理由になかなか返してくれず、梓の中に不満が募った。

（ちょっと奥に行って持ってきてくれれば済む話なのに、わざと先延ばしにしてる感じがする。……柾くんとは、もう二人きりで会いたくないのに）

　カウンター越しに仕事をする彼を眺めているうち、昨夜の出来事がまざまざとよみがえり、梓は普通の顔をするのに苦労した。

　ベッドでの汐見は、驚くほど巧みな男だった。八年前に比べてすっかり大人になった彼は、おそらく女性にかなりもてる。背が高く、スラリとした体型と端整な顔立ち、それにバーテンダーとしての立ち居振る舞いは文句なしに恰好よく、汐見目当てで来る女性客がいてもまったく不思議ではなかった。

　きっと〝リハビリ〟などと言って自分を軽く誘ったのも、そうした恋愛経験からくる余裕からきているのだろう。現にこちらに触れたときの彼には滴るような色気があり、梓はすっかり翻弄されてしまった。

（そうだよ、あんな……）

　思い出すだけで、じんわりと顔が赤らむ。

　彼の大きな手、しなやかで実用的な筋肉がついた身体、中に入ってきたあとの余裕のない眼差しや熱っぽい吐息は、ゾクゾクするほど男っぽかった。

　行為自体には快感があり、汐見に対して嫌悪や抵抗感はない。だがあんなふうに抱き合うのは、もう駄目だ。もし繰り返せば、彼のことを好きになってしまう危険性がある。

（わたしは八年前に柾くんを振ってるんだから、今さらそんなの都合がよすぎる。それにあんな誘い方ができるくらいなんだもん、今の柾くんは、きっとすっごく遊んでるに決まってる）

　汐見に本気になっても、弄ばれるのが関の山だ。

　若いときならそれも人生経験のひとつとして受け入れられるかもしれないが、今の梓は七ヵ月後に三十歳になる。もし異性とつきあうなら、遊びではない真剣な交際がいい。それができない相手とは関わるべきではないと、強く自分を戒めた。

（それなのに……）

　カフェにやって来た彼に昨夜のことを後悔していると語った途端、汐見は「じゃあ、つきあえば何も問題ないんじゃないですか」とさらりと言った。

「梓さん、俺の彼女になってください」という発言には気負いも真剣さもなく、それを聞いた瞬間、梓は深く傷ついた。

（何それ。わたしが三年も彼氏がいないアラサーだから、そう言えば喜んでホイホイ受け入れると思ってるの？）

　彼の言葉は、あまりにもこちらを馬鹿にしている。

　八年前はあんなに真剣な目をして想いを告げてくれたのに、今の汐見には恋愛慣れした男の余裕しかなく、それを目の当たりにした梓の中に失望と怒りがない交ぜになった気持ちが渦巻いていた。

　やはり今の彼には、関わらないほうがいい──そう思った瞬間、汐見が笑って言った。

『もしかして梓さん、昨夜俺としたのが快すぎて及び腰なんじゃないですか？　このままじゃ嵌まっちゃいそうで怖いとか』

　その発言は、梓の負けん気に火を点けた。

　三歳も年下の男に侮られるなど、冗談ではない。昨夜こちらの身体に夢中になっていたのは彼のほうなのだと、何としても認めさせてやりたくてたまらなくなった。

　気がつけば梓は「だったらもう一回する？」と申し出ていて、今に至る。湿り気を孕んだぬるい夜風に吹かれながら、梓は自身の発言を痛切に後悔していた。

（さらっと流せばよかったのに、何でまんまと挑発に乗ってるんだろ。わたしの中で柾くんはつきあう対象じゃないんだから、こんなことしたって意味ないのに）

　だが自分から言い出した以上、今さら撤回はできない。

　ラブホテルだと下品な雰囲気になる気がして、梓は昨日とは違うシティホテルに足を向けた。そしてロビーで汐見を見つめ、つんとして告げる。

「今日はわたしに払わせて。これ以上柾くんに借りを作ったら、あとで何を言われるかわからないし」

「そんなセコい男じゃないですよ」

「いいから、そこで待ってて」

　チェックインし、六階にある部屋に向かう。

　そしてドアが閉まるなり後ろにいた彼を振り返り、シャツをつかんで引き寄せて唇を重ねた。

「……っ」

　口腔に押し入り、舌を絡めると、汐見がこちらの身体を抱き止めて応えてくる。

　ぬめる感触はすぐに体温を上げ、蒸れた吐息を交ぜ合った。唇を離した梓は彼の手を引き、ベッドに押し倒す。そしてその身体に乗り上げ、汐見の胸を撫でながら告げた。

「今日はわたしがするから、柾くんは動かないで」

　跨った彼の身体は男らしい硬さがあり、細身に見えるのに胸板がしっかりしている。

　黒いカットソー越しに撫でると胸の突起に触れ、梓はそこを爪で引っ掻いた。すると汐見がピクリと身体を震わせるのがわかり、何度か同じ動きを繰り返す。

「……くすぐったいですよ」

　彼がこちらの手をつかんで制止しようとしてきて、梓はそれを振り払うとカットソーをまくり上げた。

　そしてあらわになった腹筋を愛で、色の薄い乳首に唇を寄せて舌で舐め上げる。

「……っ」

　汐見が息を詰め、それを見た梓はにんまりした。

　舌先でくすぐるうち、そこは芯を持って尖り始める。ちゅっと音を立てて吸った途端、彼がこちらの髪に触れて言った。

「そこはいいですって」

「感じちゃうから？」

　笑みを含んだ声で問いかけると、汐見はあっさり答える。

「触れられれば反射的に尖りはしますけど、気持ちいいまではいかないかな」

「ふうん。だったらこっちは？」

　梓は手を伸ばし、彼の股間に触れる。

　わずかに兆しているそこは確かな存在感で手の下にあり、擦るとより硬度を増した。汐見がまだ余裕のある表情で言った。

「そこも、触れば当たり前に勃ちますよ。健康な男なんで」

「…………」

　そんなふうに余裕ぶっていられるのも、今のうちだ。

　そう考えながら梓は彼のベルトを緩め、パンツの前をくつろげる。そして下着越しに半勃ち状態のものに、舌を這わせた。

「……っ」

　唾液がじんわりと染みていき、昂ぶりが明らかに硬度を増す。

　それはみるみる充実して、布の下で主張するようになった。下着を引き下ろした梓は、数年ぶりに間近で目にする生々しい性器に思わず息をのんだ。

（……すごい。大きい）

　赤黒い屹立は幹の表面に血管を浮き上がらせ、硬く漲っている。

　形が何ともいえず卑猥で、これが昨夜自分の中に入ったのだと思うと、身体の奥がじんと熱くなった。幹を握った梓は、丸い先端に舌を這わせる。すると鈴口からうっすら塩気のある先走りの液がにじみ出し、少しずつ苦味を増した。

「は……っ」

　押し殺した息遣いが聞こえて視線だけを上げると、こちらを見つめる汐見の眼差しと合う。

　その瞳には隠しきれない欲情があり、余裕は微塵もなかった。それにゾクゾクとした悦びを感じつつ、梓は剛直の幹をしごき、舌先で裏筋をくすぐり、先端を吸う。皮膚の下は張り詰めて硬く、ときおり震える様子から彼が快感をおぼえているのがわかった。

　自分が汐見を感じさせているのだと思うと、征服欲を煽られる。それと同時に身体の奥が疼き、じんわりと下着が濡れ始めていた。

「……っ、梓さん、嫌じゃないんですか？　そんなの咥えて」

　彼が吐息交じりの声でそう問いかけてきて、梓はこれ見よがしに舌で亀頭を舐めながら答える。

「嫌じゃないよ。柾くんがそうやって喘いでるのを見るの、楽しいし」

　するとそれを聞いた汐見がムッと眉をひそめ、反論してきた。

「別に喘いでないんで、変なこと言わないでください」

「こんなに硬くしてるのに？　達きたかったら、達ってもいいよ。ほら」

　先端をより強く吸い上げ、幹をしごく。

　先走りの液は苦味を増していたが、嫌悪感はなかった。口の中いっぱいの硬さに舌を這わせ、吸い上げる。そのまま一気に追い上げようとした梓だったが、彼が腹筋を使って上体を起こし、押し留めてきた。

「待って。もういいです」

「でも……、んっ」

　言いかけた言葉は、強引なキスによって封じられる。

　後頭部を引き寄せ、ぬるりと口腔に押し入ってきた舌に蹂躙されて、梓は喉奥で呻いた。中を舐め尽くされ、舌が抜けるほど強く吸われる。息継ぎすらままならない激しさにかあっと身体が熱くなり、目が潤んだ。

　ようやく唇を離され、貪るように息を吸い込んだ瞬間、ベッドに仰向けに押し倒される。

「──今度は俺の番ですよ」

「あ……」

　汐見がこちらを見下ろしながら自身のカットソーに手を掛け、脱いでベッドの下に放る。

　広い肩幅と引き締まってしなやかな身体のラインは男の色気を漂わせていて、思わずドキリとした。目の前の彼を見上げ、「悔しいけどいい男だな」と考えていると、カットソーを脱ぎ捨てた汐見が言う。

「ふうん、余裕ですね。考え事をするなんて」

「えっ？　ぁ……っ」

　再び口づけられ、反応を窺われているのに気づいた梓は、負けじと自分から舌を絡ませた。だが彼のキスは巧みで、対抗していたはずの梓は次第に頭がぼうっとしてくる。

　やがて汐見がこちらのジャケットの下のカットソーをまくり上げようとしてきて、それを防ごうとして攻防になり、自分でスーツを脱ぐ羽目になってしまった。

　上下の下着だけになった梓を押し倒し、彼は胸を揉みしだいてくる。

「梓さん、やっぱり感じやすいですね。それに身体の線がきれいで、ドキドキする……」

「んぁっ！」

　ブラのカップをずらして胸の先端に吸いつかれ、高い声が出る。梓は息を乱しながら考えた。

（何でこんなことになっちゃったんだろう。昨日勢いでしたのを、後悔してたはずなのに）

　だがそんな思考は、汐見の言葉で中断された。

「ヤってる最中にそんなふうに考え事をされるのって、ちょっと悔しいな。何が何でもこっちを向かせたくなる」

　そう言って彼が、これ見よがしに胸の先端を舐め上げる。

　ざらついた舌で押し潰しながら舐める動きは、視覚的にも梓を煽った。隘路がきゅうっと窄まり、また愛液がにじみ出るのを感じる。梓の反応を引き出しながら、汐見がささやいた。

「そう、そのまま集中してください。──うんと気持ちよくしてあげますから」

　ひとしきり胸を嬲った彼は、片方の手で下着に触れてくる。

　クロッチ部分がじんわりと熱くなっていて、それに気づかれた瞬間、身の置き所のない気持ちを味わった。汐見が布越しに花弁をなぞり、揶揄する口調でささやいた。

「もう濡れてますね」

「……別に、濡れてないし……」

　明らかに下着の内部がぬるついているのに、なけなしのプライドでそう言い張ると、彼が小さく噴き出す。

　クロッチをずらして横から指を入れられ、花弁に直接触れられた途端、くちゅりという淫らな音が聞こえた。いたたまれずに脚を閉じようとしたものの、汐見はそれを許さない。

「ん……っ」

　彼の指が蜜口に埋められ、内壁をなぞりながらゆっくりと奥を目指す。

　昨夜抱かれたばかりの身体はすぐに反応を示し、蠢きながら硬いそれに絡みついた。熱を持った襞が指を締めつけ、爪の形や関節までもをまざまざと伝えてくる。

　ゆるゆると行き来されるとゾワリとした快感が広がり、梓は喘いだ。

「あ……っ、は、……ぁっ……」

　一本では物足りないと思った瞬間、中に挿れる指を増やされる。

　圧迫感が増し、狭い内部が拡げられていくのを感じていると、汐見が身を屈めて胸の先端を口に含んだ。吸い上げ、緩く歯を立てる動きに肌が粟立つほどの愉悦をおぼえて、中にある指を締めつけてしまう。

　すると彼は突然指をズルリと引き抜き、梓の脚を大きく広げて言った。

「舐めますよ」

「や……っ！」

　熱い舌が蜜口をくすぐり、そこに溜まっていた愛液を舐め取る。

　太ももがビクッと震え、汐見の頭を挟み込みそうになったものの、大きな手が押さえてそれを阻止した。猫が水を飲むときのような水音が響き、腰が跳ねる。舌先が敏感な花芽をつついた瞬間、梓の口から啜り泣きのような喘ぎが漏れた。

「んぁっ……ぁ、やぁっ……」

「ここ、ピンと尖ってますよ。小さいのに主張してて、可愛い」

　剥き出しの神経に直に触られているような感覚に、どんどん濡れていくのを止められない。梓は腕を伸ばし、彼の髪をつかんで言った。

「そこ……舐めるの、嫌……っ」

「は、声もエロい……やっぱり梓さん、俺にこうされるの好きですよね？　嫌いな男に抱かれても、こんなに反応するんですか」

「し、知らない」

　指摘されるのは恥ずかしいものの、かなり敏感に反応している自覚が梓にはある。

　どんな触られ方をしても快感しかなく、揶揄するような言葉すらそれを助長していた。相変わらず花芯を舌で嬲りながら、汐見が蜜口から指を挿れてくる。中と外、両方を愛撫されるのは刺激が強く、梓は彼の頭を押さえて言った。

「やっ、いっぺんにするの、駄目……っ」

「気持ちいいなら、達っていいですよ。ほら」

　ひときわ奥をぐっと押し上げられ、花芽を強く吸われる。

　その瞬間、頭が真っ白になるほどの快感が弾けて、梓は達していた。

「あ……っ！」

　内壁が指をきつく締めつけ、激しく痙攣する。

　最奥からどっと愛液が溢れて、汐見の手とシーツを濡らしていくのがわかった。絶頂の余韻に震える隘路でなおも指を行き来させながら、顔を上げた彼が梓を見下ろして言った。

「そろそろ挿れていいですか」

「あ、……」

　指が出ていった瞬間、蜜口が未練がましくヒクリと震え、そんな自分が恥ずかしくなる。

　汐見がおざなりに上げたままだった下衣をくつろげ、充実した昂ぶりを取り出した。そして避妊具を被せ、空になったパッケージを横に放ると、梓の秘所にあてがってくる。

「ん……っ」

　亀頭がぐっと埋められて、小さく呻く。

　思わず身体に力を込めたのも束の間、膝をつかんだ彼が硬い剛直で一気に奥まで貫いてきて、圧迫感で息が止まりそうになった。梓は思わず彼の腕をつかみ、悲鳴のような声で言う。

「……っ、あ、待って……っ」

「あー、きつい……でも、俺のを全部のみ込んでますよ。ビクビク震えて、締めつけてる……」

「あっ、あっ」

　熱を持ったそれは太く、ずっしりとした質量で最奥を押し上げてくる。

　内臓がせり上がるような苦しさはあるものの、それを凌駕するほどの快感があって、奥を抉られた瞬間にビクッと背中がそった。すると中のきつい締めつけを感じ取った汐見が、押し殺した声で言う。

「もう達ったんですか？　挿れられてすぐ達くなんて、本当に可愛い」

「は……っ、ぁ、待っ……」

　絶頂の余韻が冷めやらないまま、太ももをつかんで何度も奥を突き上げられ、梓は嵐のような快感に翻弄される。

　心拍数が上がり、身体がじっとりと汗ばんでいく。喉奥からひっきりなしに声が漏れ、ただ彼の動きを受け入れるしかなかった。

　涙がにじんだ目で汐見を見ると、大きく広げられた自分の脚の間に彼の引き締まった下腹部が繰り返し打ちつけられているのがわかる。そのたびに梓の足先が揺れ、根元まで埋められた硬い楔が強い圧迫感をもたらしていた。

　接合部を目の当たりにするのは刺激的で、思わずきゅうっと中を締めつけると、汐見が熱い息を吐いてうっすらと笑った。

「確かこれって〝どっちが身体に溺れているか、はっきりさせる〟っていう勝負だったはずですけど、俺の勝ちじゃないですか？　梓さん、もう何度も達ってて、グズグズですもんね」

「……っ」

　悔しいが、それは否定できない。

　梓は二度も達しているが、彼はまだだ。しかし正直に認めるのはプライドが許さず、梓はともすれば上擦りそうな声を意図して抑えて答えた。

「柾くんが達ってないのは……わたしを制止して、口でするのを途中でやめさせたからでしょ。……そんなの、フェアじゃないから」

　すると汐見が目を丸くし、盛大に噴き出す。

　彼は楽しくて仕方ないという目でこちらを見つめて言った。

「梓さんって、中身もほんっとに可愛いですね。じゃあ次は、頑張って俺を先に達かせてもらおうかな」

「次って……」

「負けっ放しでいいんですか？」

　梓がぐっと言葉に詰まると、汐見が上体を倒してこちらに覆い被さってくる。

　そしていとおしそうに髪を撫で、額にキスをしてささやいた。

「とりあえず今は、勝ち負けは関係なく感じてください。俺の身体に爪を立ててもいいですから」

「あっ……」

　片方の膝をつかみ、激しく奥を穿たれる。

　溢れ出る愛液で接合部はぐちゃぐちゃにぬかるんでいて、彼が動くたびに淫らな水音が響いた。熱い楔が一分の隙もなく密着した内壁を擦り上げ、その硬さと熱さが甘ったるい愉悦をもたらす。

　密着する肌が汗ばみ、汐見も息を乱していた。いつも涼しげなその顔は欲情をあらわにしていて、それを見た梓はいとおしさに似た気持ちをおぼえる。

（言葉では余裕ぶってても、実際はこんなにほしがってるのが丸わかりなんて……可愛い）

　達った回数でいえば梓のほうが多いが、彼も相当こちらの身体に溺れているのは間違いない。

　結局、勝ち負けなどを決めようとするのがナンセンスなのだ──頭の隅でそう考えながら、梓は汐見の首に腕を回し、引き寄せる。すると彼が唇を塞いできて、くぐもった声を漏らした。

「ぅっ……んっ、……は……っ」

　ぬるぬると舌を絡め、どこもかしこもいっぱいにされる感覚に、クラクラする。

　このまま終わるのが何となく惜しくなり、唇を離した梓は汐見の身体を押してベッドに横たえた。そして驚いた顔をしている彼の腰を跨ぎ、抜けてしまった楔をつかんで、自ら腰を下ろしていく。

「んん……っ」

　硬い屹立が蜜口を開き、柔襞を擦りながら奥深くまで挿入っていく。

　それにゾクゾクした快感をおぼえながらすべてをのみ込むと、かすかに息を詰めた汐見が笑って言った。

「梓さんって、そういうことするんですね」

「……っ、駄目……？」

「いえ。眺めがよくて、最高ですよ」

　彼の胸に手をつき、梓は自ら腰を揺らす。

　剛直がぬるりと奥まで入り込み、亀頭が最奥を抉るのが心地よく、呼吸が乱れた。愛液の分泌が増え、動くたびに接合部が淫らな音を立てる。肉杭を根元まですべてのみ込むのは苦しいが満たされた充実感もあり、声を抑えることができなかった。

「はぁっ……ぁっ、……ん……っ」

　梓の下の汐見は快感をこらえる顔をしており、それがひどく色っぽい。

　ときどき熱い息を漏らすのが征服欲を煽り、梓はますますいやらしく腰をグラインドさせた。すると彼がこちらの腰をつかみ、ふいに下から強く突き上げてくる。

「あっ！」

「すごい、ぬるぬる……俺のがそんなに気持ちいいですか」

「んぁっ……！」

　容赦のない動きで律動を送り込まれ、圧迫感で息が詰まりそうになった。

　梓の両胸をつかみながら、汐見が繰り返し最奥を突き上げてくる。硬く漲った昂ぶりが隘路を行き来し、根元まで深くのみ込まされる感覚は強烈で、梓は体勢を保てずに前に倒れ込んだ。

　すると尻を鷲づかみにしながらますます激しく突き入れられ、彼に肩口にしがみついて切羽詰まった声を上げた。

「はぁ……っ、あ、……そんな激しくしたら、駄目……っ」

「何で駄目なんですか？」

「達っちゃう……っ」

　それを聞いた汐見が、梓の髪に口づけながら言う。

「俺ももう達くので、我慢しなくていいですよ」

「……っ」

　低く艶っぽい声でささやかれ、梓の体温が上がる。

　より激しくなった律動に、あっという間に追い詰められた。何度も深く打ち込まれる剛直のことしか考えられなくなり、内壁が断続的に挿れられたものを締めつける。彼の呼吸が荒くなっていくのも、より興奮を掻き立てていた。

　やがてひときわ奥に屹立を突き入れた汐見が、ぐっと息を詰める。それと同時に梓も身体を震わせ、達していた。

「あ……っ！」

　熱い飛沫が放たれるのを膜越しに感じ、内襞が射精を促すように絡みつく。

　強烈な快感から一転、一気に身体が脱力し、梓は彼の身体にもたれかかった。

「はぁっ……」

　心臓がドクドクと速い鼓動を刻み、身体がすっかり汗ばんでいる。

　それは汐見も同様で、緩慢なしぐさで腕を上げ、こちらの髪を撫でてきた。

「大丈夫ですか？」

「……うん」

「抜きますよ」

　萎えた屹立を引き抜かれ、梓は小さく呻く。

　後始末をした彼が身体を抱き寄せてきて、されるがままに胸に顔を寄せた。疲れのせいか猛烈な眠気が襲ってきて、ついうとうとしてしまう。すると汐見が、こちらの髪を弄びながら言った。

「それで梓さん、俺とつきあう気になりました？」

　ふいにそんな問いかけをされ、梓は眠気から引き戻される。

　確かにここに来る前、カフェでそんな告白をされた。だが言い方があまりにも軽く、真剣に言っているようには思えなかったため、梓の中で反発心が募っていた。

（もし柾くんに本気になっても、わたしは弄ばれるに決まってる。気が向いたときにヤる〝キープ〟とかにされて、そのうち飽きたら捨てられるんだ。二十九歳でそんなの、絶対耐えられない）

　ならばきっちりと、線を引くべきではないか。

　真剣に交際できない相手と一緒にいるのは、この年齢では時間の無駄だ。そう考え、梓は彼を見つめてはっきりと答えた。

「──つきあわない」

「何でですか」

「わたしは婚活をするって言ったでしょ。遊びにつきあってる暇はないの」

　すると汐見が、ムッとした顔で言う。

「遊びじゃないですよ。何でそんなふうに思うのか、全然意味がわからないんですけど」

「柾くんの言動を見てたら、おのずと」

「そっちこそノリノリだったじゃないですか。自分から積極的に動いたりして」

「それは……」

　確かにそのとおりで、梓はばつの悪さをおぼえる。だが生来の勝気さが顔を出し、すぐに言い返した。

「柾くんも言ってたでしょ、『俺も梓さんも大人なんだから、たまにそういうことがあってもいいですよね』って。つまりはそういうことよ」

　彼の腕から抜け出た梓は、身体を起こす。自分のスーツは壁にハンガーで掛けられているため、床に脱ぎ捨てられていた汐見のカットソーを手に取って言った。

「これ、ちょっと貸してね。シャワー浴びてくる」

　男物でブカブカのそれを素肌の上に着て、バスルームに向かう。

　シャワーの温度を調節して身体を洗おうとした瞬間、ふいにガラス戸が開き、汐見が入ってきた。梓はぎょっとして問いかける。

「ちょっ、何なの」

「何って、一緒に入ろうと思って。俺が洗ってあげますから、スポンジこっちにください」

「いいってば、自分でできるし」

　抵抗も虚しくスポンジを取り上げられ、身体を洗われる。

　電気が皓々と点いた浴室では互いの身体が丸見えで、今さらながらに恥ずかしさがこみ上げていた。泡立てたスポンジで梓の身体を丁寧に洗いながら、彼が言う。

「──さっきの話ですけど、俺は諦めませんから」

「えっ？」

「梓さんが『つきあわない』って言った件です。ＯＫしてくれるまでアプローチしますから、プライベートで会ってください」

　思いがけず真剣な眼差しで見下ろされ、梓の心臓がドキリと跳ねる。

　てっきり遊びの延長で、自分をキープにするために「つきあおう」と言っているのだと思っていた。だがこんなにも真摯な眼差しで見つめるということは、もしかすると本気で言っているのだろうか。

（わたし……）

「今日は泊まっていきますか？　それとも帰りますか」

　ふいにそう問いかけられ、梓は動揺しながら答える。

「あ、えっと……帰る」

「じゃあ、髪は洗わないほうがいいですね」

　見上げた汐見はいつもどおりのクールな顔をしていて、てきぱきとシャワーで泡を洗い流してくれる。

　そして梓の頬に飛んでいた泡を指先で拭い、押し殺した熱情を感じる声でささやいた。

「──絶対、ＯＫさせてみせますから」







＊第三章








　葉室エレクトリックの海外事業部の営業社員は、担当する海外エリアで一般消費者コンシューマー市場向けの営業活動を行っており、ニーズを先取りする視点と競合他社に負けない迅速な実行力を武器に日々の業務に励んでいる。

　現地営業チームの拡販サポートと販社の納入先の納期・品質管理をするのが主な仕事だが、海外営業事務はその補佐的なポジションだ。営業マンと連絡を密に取り、顧客からの問い合わせに対応したり、頼まれた見積書を作成したりと、やることは尽きない。

　火曜日の午後、イギリスに出張中の営業社員の三み吉よしから届いたメールを開いた梓は、内心「へえ」と思った。

（Ｆ社さんのモビリティ部門に、うちが半年後から量産開始する予定の車両用ＬＡＮコネクタの導入を検討してもらえそうなんだ。これが契約に至ったら、大きな仕事になりそう）

　Ｆ社のモビリティ部門との取引はこれまで競合他社が独占しており、葉室エレクトリックは長年関わることができずにいた。

　だが量産の半年前というギリギリのタイミングで新製品のコンセプトを丁寧に説明し、導入を検討してもらえることになったという。

　三吉からのメールの内容は見積書の作成依頼で、今日中に送る旨を返信した梓は、給湯室に向かった。そこでエスプレッソマシンを使ってコーヒーを淹れながら、小さくため息をつく。

　思い出されるのは、汐見のことだ。金曜日の朝、タクシーの中でパスケースを落としたことに気づいた梓は、それを持っているかどうかを彼に問い合わせるため、夜にｌｅｇｇｉｅｒｏに向かった。

　その後、なぜか汐見と再びホテルに行く羽目になったのは、我ながら痛恨の極みだ。勢いで彼と寝たのを後悔していたはずなのに、「自分としたのが快すぎて、嵌まりそうで怖いのか」と挑発され、どちらが相手の身体に溺れているのかを確かめることになってしまった。

　結果はどっちもどっちで、身体の相性の良さを確認できた。汐見は改めて交際を申し込んできたものの、梓は二の足を踏んでいる。

　返事を躊躇ったのは、彼の本気度がわからないからだ。遊びの関係につきあえるほど、自分は若くない。二十九歳という年齢で、婚活を真剣に検討しているのを考えれば、次につきあう相手は将来を見据えた人がいいと思うのは自然なことだった。

（でも……）

　最初に身体の関係に誘ってきたときも、そのあとに「つきあいませんか」と言ってきたときも、汐見の言い方はさらりとしていてとても軽かった。

　彼は人目を引く容姿をしていて、店に来る客の中に汐見目当てとおぼしき女性たちがちらほらいるのはわかっている。

　パッと見はクールだが、接客業である彼はとても折り目正しく、笑顔を見せると親しみやすい雰囲気になり、そのギャップに心を射抜かれている者も中にはいるのだろう。

　つきあう女性に不自由していないのは見た目で充分わかっているが、そんな汐見がなぜ自分にちょっかいをかけてくるのかが、梓は気になって仕方がなかった。

　彼がどんなふうに自分の身体に触れてきたかを思い出し、頬がじんわりと熱を持つ。ベッドでの汐見は、普段と違って熱っぽい眼差しで梓を見た。こちらを感じさせる巧みな触れ方はもちろん、ふとしたときのしぐさや漏らす吐息にゾクゾクするほどの色気があり、気がつけば躊躇いが吹き飛んで夢中で抱き合ってしまっていた。

（わたしは柾くんのことが、嫌いじゃない。それどころか、顔も身体もかなり好みだって思ってる）

　だが汐見に「つきあいませんか」と言われても応えられないのは、自分が彼より三つ年上ということもあるのかもしれない。

　人並みの結婚願望がある梓の中には、じりじりとした焦りがある。だがまだ二十六歳の汐見には、そんな女は重すぎるだろう。そう考え、距離を取ろうとしていたのに、金曜日の帰り際に連絡先を無理やり交換させられてしまった。

　それから通話アプリで一日に一、二回やり取りしているが、意外なことに「店に来てほしい」とは一切書かれていなかった。

　どうやら彼なりに、梓の仕事の大変さを慮っているらしい。店に来るとお金を使わせてしまうため、そうした部分に配慮しているのだろう。

　あれから三日が経つものの、梓は金曜日以来汐見に一度も会っていなかった。彼は祝日だった昨日、本店で行われたウェディングパーティーのヘルプに行っていたようだ。火曜日の今日は仕事が休みだといい、「夜に会えませんか」という誘いが昼にきていたが、梓はまだ返事ができないでいる。

（今日は課長のお供で、夕方から榎えの元もと商事の創立記念パーティーに行かなきゃいけないんだよね。長くても二時間くらいで終わるから、七時には帰れると思うけど……）

　汐見とつきあう気がないなら、もう彼と会わないほうがいい。このままフェードアウトして、婚活にシフトするべきだ──そんな考えが、梓の行動にブレーキをかけていた。

　ギリギリ二十代である今は、婚活市場において価値のある年齢だという。調べてみると三十代や四十代に比べ、二十代は申し込まれる件数が段違いのようで、自分に合った相手をじっくり選べるというメリットがあると書いてあった。

　どういう人と結婚したいのかを具体的に考えてみたが、梓が望むのはフィーリングが合う男性だ。穏やかで包容力があり、一緒にお酒を飲んだり、趣味の映画鑑賞ができれば、きっと楽しい。

　仕事を続けることに理解がある人が望ましいものの、希望するのはそれくらいで、案外すんなり相手が見つかるような気がした。

（でも……）

　途端に後ろ髪を引かれる気持ちになり、優柔不断な自分が嫌になる。

　汐見との行為がよかったから、手放すのが惜しくなっているのだろうか。だがそんな考えはとても身勝手で、梓はマシンから注がれていくコーヒーを見つめながら決意する。

（やめやめ。とにかくわたしの中では、柾くんはナシ。うん、そう決めた）

　スマートフォンを取り出し、汐見に「今日は残業があるので無理です」と嘘のメッセージを送る。

　このまま会わずに時間が経てば、彼と抱き合ったことはいい思い出になるはずだ。パスケースも無事に返してもらった今、汐見とわざわざ会う理由はない。

　そう決断した梓は、榎元商事の創立記念パーティーに出席するため、午後五時に街中のホテルを訪れた。今回は「興味があるなら、誰か一人くらいは連れていけるよ」と課長の横よこ野のに言われ、梓が自分で立候補して参加したものだった。

　関係者へ挨拶回りをし、昨今の海外市場について意見を通わせ、有意義な時間を過ごす。やがてそれが一段落し、「楽しいけど、これだけの人の中にいるとだいぶ疲れるな」と思い始めた頃、横野が言った。

「片山さん、そろそろ帰っていいよ。僕は他社の人と飲みに行くことになったけど、君までつきあうことはないから」

「いいんですか？」

　会場に来て一時間程度しか経っていないが、思いのほか早く帰れることになり、疲れをおぼえていた梓は内心ホッとする。

　横野に「では、お先に失礼します」と挨拶した梓は、会場を出ようとする。するとふいに「……梓？」と声をかけられ、驚いて顔を上げた。

　自分を下の名前で呼ぶ人物は、滅多にいない。ましてやこんな他社のパーティーでは、なおさらだ。そう考えながら声がした方角に視線を向けた梓は、そこにいた人物を見て目を瞠った。

「……西にし川かわくん？」

「久しぶりだな」

　彼──西川健けん太た郎ろうは、梓が大学時代につきあっていた相手だ。

　同じ大学の別の学部に通っていた彼とは一年ほど交際したものの、互いに何となく冷めて別れた。それきり言葉を交わすことはなかったが、こんなところで遭遇するとは驚きだ。

　梓は彼に問いかけた。

「どうしてここに？　もしかして榎元商事で働いてるの？」

「いや。俺は八や嶋しま機械工業で働いてて、ここには招待されて来てるんだ。お前は？」

「わたしは葉室エレクトリックっていう会社で、海外営業事務をしてるの」

　西川に会うのは、大学の卒業以来だ。

　昔と違ってスーツ姿が板についている彼は、人好きのする容貌をしている。汐見との再会といい、最近はずいぶんと昔馴染みに縁がある──そう思う梓に対し、彼が感心したように言った。

「葉室エレクトリックって、精密機械部品の会社だよな。へえ、俺たち同じ業界の会社で働いてたのか」

　そこで西川が、ふと思いついた顔で言った。

「せっかく会えたんだし、少し話さないか？　飯でも食いながら」

「でも西川くん、パーティーの挨拶回りは……」

「ちょうど終わって、そろそろ帰ろうと思ってたところなんだ」

　ならばいいだろうか。梓は了承し、彼と連れ立ってホテルを出てすぐ近くにあるアジアンダイニングに向かう。

　そして席に着き、シンガポールのビールを頼んで乾杯した。

「じゃあ、七年ぶりの再会を祝して」

「うん。乾杯」

　前菜の盛り合わせや海老と舞茸のトムヤンクン、アジア風の串焼きなどを注文し、近況を語り合う。西川が笑って言った。

「まさか梓が、海外営業事務をしてるなんてな。確かにお前、英文科に通ってたし、それを生かせる仕事に就いたってことか」

「うん。楽しいし、天職だと思ってるよ」

　聞けば西川の会社も海外に精密部品の輸出をしているといい、業界話に花が咲く。

　彼はアメリカで駐在も経験していて、一年前にこちらに戻ってきたのだと語った。やがて西川が、笑って問いかけてくる。

「それで梓、結婚は？」

「全然。何となく、微妙な関係の相手はいるんだけど」

　何度か杯を重ねるうち、若干気持ちが緩んだ梓は、かつて家庭教師をしていた生徒と再会してアプローチされていることをざっくり話す。すると彼が目を丸くして言った。

「そういえば大学のとき、家庭教師のアルバイトをしてたよな。何歳下？」

「三つ」

　こんなふうに異性に汐見のことを話せるのは、何だか新鮮だ。彼との関係に悩んでいた梓は、言おうかどうしようか迷った挙げ句、口ごもりながら言葉を続ける。

「それで、あの……しちゃったんだよね。勢いで、彼と」

　彼が眉を上げ、まじまじとこちらを見つめてくる。そして感慨深げにつぶやいた。

「梓ってそういうことをするようなタイプに見えなかったけど、時間が経てば変わるもんだな」

「いつもはそんなことしないよ。だから悩んでて」

　西川が昔馴染みという気安さで、梓はつい自分の中のモヤモヤを吐露した。

　──久しぶりに会った汐見が、ひどく女慣れした様子だったこと。「つきあってください」と言われたものの、いまいち信用できないこと。

「だってわたしはもう二十九歳で、遊びでつきあう暇はないんだもん。飽きて捨てられて、そのとき三十を過ぎてたら、目も当てられないでしょ」

　梓が「だから婚活をすることにした」と語ると、彼が考え込みながら言う。

「確かに三歳年下のイケメンにいきなりアプローチされて、戸惑う気持ちはわかるかな。しかも再会した翌日に『つきあおう』って言われたんだろ？　軽いと思って当然だよ」

　第三者である西川にそう言われた途端、梓の中に汐見を擁護したい気持ちがこみ上げ、モソモソと告げる。

「で、でも、仕事はすっごく真面目で尊敬できるんだよ。恰好もピシッとしてるし、専門知識も深くて」

　するとそれを聞いた西川が、あっさり答えた。

「そうやって肩を持つってことは、梓もその彼のことが嫌いじゃないんじゃないか？　少なくとも、嫌悪感はないように見える」

「それは……まあ、そうかも」

　嫌いではない。

　むしろときめきを感じる瞬間が多々あって、そんな自分に戸惑っている。そう語る梓に、彼が言葉を続けた。

「見た目がいい男なら女性経験が豊富なのも当たり前かもしれないけど、いきなり切り捨てたりせず、ちょっと様子を見たらいいんじゃないかな。意外と相手は本気なのかも」

「でも、再会してすぐに本気で申し込むなんてある？　もう少しお互いを知ってからならともかく、翌日なんて」

「でも梓は自分の年齢を理由に、相手にそんな猶予を与える気はないんだろ？」

　ズバリと切り込まれ、梓はしどろもどろに頷いた。

「……うん」

「それに婚活パーティーとかに出たからって、すぐに相手が決まるとは限らないよ。真剣に交際を始めても、フィーリングが合わずに結婚に至らないことはよくあるっていうし」

「……そっか」

　みるみる気持ちが萎んでいくのを感じながら、梓はボトルで入れたスパークリングワインを一口飲む。彼が自身のグラスの中身を飲み、笑って言った。

「八年ぶりに偶然再会するのも、何かの縁だよ。せっかくだから、その相手と少しつきあってみればいいのに」

「でも……」

「梓、その彼のこと『仕事はすごく真面目なんだ』ってさっき自分で言ってただろ。つきあっていく過程で相手の尊敬できるところとか、好きだなって思うところが出てきたら、そのうち年齢とか関係なくなるんじゃないか？」

　西川の言葉が心に響いて、梓は唇を引き結ぶ。

　もしかすると自分は、誰かにこうやってはっきり言ってほしかったのかもしれない。汐見に惹かれている気持ちが確かにあり、だが本気になって裏切られるのが怖くて、何だかんだと理由をつけて二の足を踏んでいた。

（わたし……）

　シャンパングラスの足の部分をぎゅっと握った梓は、顔を上げる。そして彼に向かって、微笑んで言った。

「ありがと。西川くんと話して、何かちょっとすっきりした」

「まあ、外野の無責任な感想だけどな。俺でよければ、また話は聞くよ」

　互いの連絡先を交換し、店を出る。

　割り勘でまったく構わなかったが、西川の厚意で食事代を奢ってもらう羽目になり、丁寧に礼を言った。

「西川くん、ご馳走さま。今日は本当にありがとう」

「いや。またな」

「うん。おやすみなさい」

　バスに乗って帰るという彼を見送り、梓はホッと息をつく。

　思いがけず再会した西川に悩みを聞いてもらえ、自分なりに考えが整理できて、気持ちが幾分明るくなっていた。

　踵を返し、駅に向かって歩き出そうとした梓は、ふと行く手に見覚えのある人物が立っているのに気づき、足を止める。

　友人らしい若い男性といる汐見がこちらを見ていて、呆然とつぶやいた。

「……柾くん」

「偶然ですね、梓さん。今日は残業じゃなかったんですか？」

　さらりと含みのある言い方をされ、梓は自分が西川と一緒にいる姿を汐見に目撃されていたのに気づく。

　見られてはいけないものを見られてしまった気になり、内心ひどく焦りをおぼえながら、慌てて答えた。

「あ、えっと……仕事で行ったパーティーで、昔の知り合いと偶然会っちゃって。それで一緒にご飯を食べることになったの」

「へえ」

　二人の間に重い沈黙が横たわり、それを見た汐見の連れの男性が気まずそうに言う。

「あー、何か立て込んでる感じ？　俺、もう帰ろうか」

「うん」

　汐見が頷くと、友人らしい男性が「じゃ、また連絡するわ」と言って去っていく。梓は戸惑って彼に問いかけた。

「あの、わたしのことはいいから、お友達を追いかけたら？」

「いえ。もう一緒にご飯を食べたあとなので、気にしないでください」

「そ、そう」

　梓は気まずさをおぼえながら「何か言わなきゃ」と考え、言葉を続ける。

「ｌｅｇｇｉｅｒｏって、火曜が定休日なんだね。てっきり年中無休だと思ってた」

「本店のほうはスタッフの数が多いので年中やってますけど、うちは基本二人ですから、定休日を決めていっぺんに休んだほうがやりやすいんです」

「……そっか」

　おそらく彼は、梓が「残業だ」と嘘をついて誘いを断ったことに気づいているに違いない。

　しかも西川と二人で会っていたのを見て、何か誤解している。

（どうしよう。西川くんとは何でもないんだって、柾くんに説明したいけど……）

　先ほど西川と話して、梓は「汐見との関係を、前向きに考えてもいいのかもしれない」という方向に気持ちが傾きかけていた。

　だがこうして嘘がばれてしまった今、汐見はきっとこちらに不信感を抱いている。

（せっかくいい方向にいくかと思ったのに、何で上手くいかないんだろ。ほんと、嫌になる……）

　そんなふうに考える梓を見つめ、彼が直球で切り込んできた。

「梓さん、今日俺に『残業だ』って嘘をついたのはどうしてですか」

　問いかけられ、「やはりばれていたのか」と思いながら、梓は歯切れ悪く答える。

「それは……取引先のパーティーがいつ終わるか、わからなかったからだよ。でも、予想外に早く課長から『帰っていい』って言われて、たまたまそこで知り合いから声をかけられて……それで」

「はっきり言っていいんですよ。わざと断ったって」

　どこかやるせない表情でそう言われ、梓の中で罪悪感が募る。

　本当は遅くても七時には終わったはずなのに、自分はわざとそれを汐見に告げなかった。だが先ほど西川と話し、「八年ぶりに偶然再会するのも何かの縁だ」「つきあっていく過程で相手の尊敬できるところや好きだと思うところが出てくれば、年齢は関係なくなるかもしれない」と言われ、汐見との関係を前向きに考えようとしていた。

（でも……）

　彼に対してあからさまな嘘をついた自分が、「あなたとつきあうのを前向きに考えようと思う」などと言っても、上から目線すぎて不愉快だろう。

　そう考えてうつむくと、汐見がため息をつく。それに思わずビクッとした瞬間、こちらに歩み寄った彼が腕を伸ばし、梓の手を握って言った。

「──帰りましょう。送っていきます」

「えっ」

「梓さん、明日も仕事ですよね」

　すぐ傍の車道に停まっていたタクシーにドアを開けさせた彼は、先に梓を乗せ、続いて自身も乗り込む。

　そして運転手に「西十一丁目駅まで」と告げると、車が緩やかに走り始めた。

（……本当に帰るんだ）

　てっきり汐見がもっと食い下がってくると考えていた梓は、肩透かしを食う。

　だが彼が突然帰ると言い出した理由を考え、嘘をついた自分に幻滅したのではないかと思い至り、胸がぎゅっとした。

（柾くん、もしかしてわたしのことを嫌いになった？　確かに負けず嫌いで、可愛くない性格をしてる自覚はあるけど……）

　嘘をついて誘いを断ったこちらの態度は、客観的に見れば「汐見には会いたくない」と言わんばかりで、彼が失望するのも無理はない。

　タクシーに乗った場所から自宅の最寄り駅までは車で五分くらいで、あっという間に着いてしまった。運転手が「どこで停めますか」と問いかけてきて、曲がる角を指示し、弁当屋の前で車が緩やかに減速する。

　タクシーの扉が開いた瞬間、それまでグルグルと考えていた梓は、思いきって隣に座る汐見に申し出た。

「もしよかったら、うちでお茶でも飲まない？」

「えっ」

「せっかくここまで来たんだし」

　勇気を出して誘ってみたものの、彼がどう反応するかを考えると怖く、心臓がドクドクと速い鼓動を刻む。

　すると驚いた顔をした汐見が、確かめるように言った。

「いいんですか」

「う、うん」

「じゃあ、お邪魔します」

　精算するために財布を取り出そうとする彼を制し、梓は自分で料金を支払う。

　車から降り立つと、目の前の通りは昼間に比べて行き交う車は少なく、弁当屋は既に閉まっていた。路地に入ってすぐの十五階建てのマンションに入ろうとする梓の横で、汐見が建物を見上げて言う。

「いいところに住んでるんですね」

「これでも築十二年だし、間取りは１ＬＤＫだから、家賃はそんなに高くないの」

　オートロックを解除し、エレベーターで六階に向かう。南の角部屋の鍵を開けた梓は、彼を振り返って言った。

「どうぞ」

「お邪魔します」

　室内は、十畳のリビングと六畳の寝室、そしてバルコニーという間取りだ。

　あのまま汐見を帰したくなくて咄嗟に自宅に誘ったはいいものの、梓は何をどう話したらいいのか迷っていた。

（わたしがついた嘘のこととか、西川くんのことを説明したいけど……とりあえずお茶を出そう）

　そう考え、なるべく彼のほうを見ないようにしながら告げた。

「座って。コーヒーでいい？　紅茶とか、冷たい緑茶もあるけど──」

「何もいりません」

　ふいに後ろから身体を抱きすくめられ、、ドキリと心臓が跳ねる。

　汐見がこちらの肩口に顔を埋めてきて、彼の髪の匂いが鼻先をかすめた。抱きしめる腕に力を込めながら、汐見が耳元でささやく。

「梓さんの気持ちが、わかりません。俺を避けるようなそぶりをしながら自宅に誘って、一体どういうふうに解釈したらいいんですか」

「それは……」

　押し殺した声音から彼の困惑が伝わってきて、梓はぐっと唇を引き結ぶ。

　やはりきちんと、話さなくてはならない。そう思い、深呼吸して口を開いた。

「柾くんとちゃんと話をしなきゃいけないと思ったから、家に誘ったの。八年ぶりに柾くんと偶然再会したときはびっくりしたし、バーテンダーとしてしっかり働いてるのを見て、うれしくなった。でも、そのあと柾くんと勢いでしちゃって──すごく後悔した」

「…………」

「その次の日も売り言葉に買い言葉でホテルに行って、いい歳して一体何やってるんだろうって思った。妹や同期の結婚でプレッシャーを感じて、『年齢的に焦らないとまずい、真剣に婚活しよう』って決めたのに、わたしのやってることって若い子みたいに浮ついた行動でしょう？　少し冷静にならないとって思ったら、二人きりで会うのを躊躇って……だから今日は、残業だって嘘をついたの。本当にごめんなさい」

　梓の謝罪の言葉を聞いた彼は、沈黙している。

　背後から肩を抱かれているせいで、汐見の表情が見えない。いっそ彼と向き直ったほうがいいだろうかと梓が考えていると、汐見がふいに口を開いた。

「──梓さん、一緒にいた男の人のことを、さっき〝昔の知り合い〟って説明しましたよね」

「う、うん」

「『西川くん』って呼びかけてましたけど、それって梓さんが大学時代につきあっていた相手じゃないんですか」

　切り込むように問いかけられ、梓の心臓がドクリと音を立てる。

　咄嗟に誤魔化すこともできず、彼に小さく問いかけた。

「……どうして……」

「俺の家庭教師をしていたとき、当時つきあっていた彼氏の苗字を頻繁に口にしてたのを忘れたんですか？　さっきの別れ際、仕事の相手にしては二人の態度がすごく親密に感じて違和感をおぼえていたら、苗字を聞いた瞬間にピンときたんです。もしかして元彼なんじゃないかって」

　汐見の名推理に内心舌を巻きつつ、梓はどうしても誤解されたくなくて口を開く。

「あの……っ、西川くんとパーティーで会ったのは、本当に偶然なの。お互いに同じ業界の会社にいるのがわかって、『せっかくだから、ご飯でも』ってことになっただけで」

　とはいえ仕事の話だけではなく、昔馴染みの気安さでプライベートについても話してしまったのは確かだ。

　西川に相談に乗ってもらううちに、梓は自分が汐見を頭ごなしに軽い人間だと見ていることに気づいた。

（わたしが間違ってた。もっと話をして総合的に判断するべきだったのに、柾くんにちゃんと向き合ってなかった）

　身体の関係が先になってしまったが、汐見がどういうつもりで「つきあいませんか」と言ったのかを聞きたい。

　きちんと腹を割って話し合い、これから自分がどうするかを決めたい──そんな思いがこみ上げてたまらず自宅に誘ったのに、今こうして西川の存在が火種になって拗れている。

　それに焦りをおぼえながら梓が再び口を開きかけた瞬間、肩口を抱いていた汐見の腕がふいに緩んだ。身体をくるりと反転させられ、彼と向かい合う形になる。

「あの……」と切り出そうとする梓をどこか思い詰めた眼差しで見下ろし、汐見が思わぬことを言った。

「──要するに梓さんは、俺とつきあうつもりがないってことですよね。こっちの誘いは嘘をついて断ったのに、元彼と二人で飯を食って楽しそうにしてるんですから」

「えっ？」

「わざわざこうして家に入れたのは、はっきり引導を渡すためですか？　でも俺は、全然納得できません。触れれば素直に感じて俺を煽るような行動もするのに、それでもつきあう気はないなんて、小悪魔にも程がありますよ」

　汐見が何か勘違いしているのに気づき、梓は戸惑って声を上げる。

「あの、違うの。何か誤解してるようだけど、わたしは……」

　自分の意図を説明しようとするものの、汐見はまったく聞く耳を持たずに告げた。

「だったら身体だけでも、俺にください。──何も考えられなくなるくらい、感じさせてあげますから」





＊　＊　＊






　汐見は目の前の梓の身体を引き寄せ、唇を塞ぐ。

　ねじ込んだ舌に口腔を舐め尽くされた彼女が、小さく呻いた。舌を執拗に絡め、交じり合った唾液を嚥下させる。ようやく唇が離れた瞬間、梓が汐見の腕をつかんで必死な顔で言った。

「待って、話をちゃんと聞いて。わたしは……っ」

　何も聞きたくなかった汐見は、再び唇を塞ぎ、彼女の喉奥からくぐもった声が漏れる。梓の言葉を封じた汐見はキスを解き、吐息が触れる距離で言った。

「ここじゃ何なので、寝室に行きましょうか」

「あ、……」

　リビングと隣接する寝室のドアは明け放されており、シングルサイズのベッドが見えた。

　彼女の手を引いてそこに向かいながら、汐見は胸に渦巻くやるせない思いをじっと押し殺した。

（よりによって、元彼なんかと飯を食ってるなんて。八年前もこの人を独占してた男に、今回も譲れって？　……冗談じゃない）

　梓のプライドをくすぐる形で二度目の行為に繋げられたとき、汐見はうれしかった。

　彼女はこちらを押し倒して積極的に動いてくれ、淫らで艶っぽいその姿に汐見はすっかり骨抜きにされてしまった。黙っていればきれいでいかにも仕事ができそうな高嶺の花という雰囲気を醸し出している梓だが、実際はとても表情が豊かだ。

　負けず嫌いな一面があり、少し挑発すると面白いほど簡単に食いついてきて、そんな子どもっぽいところも微笑ましく感じていた。ベッドの中ではときに大胆に振る舞い、快楽に忠実なところも、汐見の心を捕らえて離さなかった。

（俺は、何としてもこの人がほしい。八年前の憧れとは比べ物にならないくらいに、今の梓さんに心惹かれてる……）

　だが互いに溺れるように熱く抱き合った直後、改めて交際を申し込んだ汐見に対し、梓の返答はにべもないものだった。

「婚活をするのだから、遊びにつきあってる暇はない」と言ったあと、彼女はこちらに背を向けて言った。

『柾くんも言ってたでしょ、「俺も梓さんも大人なんだから、たまにそういうことがあってもいいですよね」って。つまりはそういうことよ』

　確かに最初に梓を誘ったとき、汐見はそんな言い方をした。

　だがそれは、あえて軽く誘ったほうが彼女が乗ってくれるかもしれないと考えたからだ。何としても、梓と繋がりを持ちたい。相性のよさがわかれば、きっと彼女は交際を了承してくれるに違いない──そう考えていた。

（でも……）

　何度身体を重ねても、梓は汐見の手の中に落ちてこない。

　自分の下であんなに乱れて、ときには積極的に仕掛けてきたりもするのに、恋愛する気はないという。

　もっと時間をかけて互いを知っていくのが必要なのかと考えた汐見は、長期戦でいく方向にシフトした。連絡先を交換し、一日に二回ほどメッセージのやり取りをする。顔を見たいのは山々だが、日中の仕事の彼女に対し、こちらは夜の仕事だ。生活パターンが真逆で、会おうと思うと店に来てもらうのが一番手っ取り早いが、それだとお金を使わせてしまうことになる。

　そのため汐見は、梓を店に誘ったりはしなかった。仕事が休みである今日、満を持して「会えないか」とメッセージを送ったものの、残業があるという返信があって、がっかりした。

（仕方ない。海外とやり取りする仕事だっていうし、終わる時間が不規則なんだろう）

　梓と会えないなら、仕方ない──そう考え、たまたま連絡を寄越してきた友人の関口と街中に食事に出掛けたが、まさかそこで彼女に会うとは思わなかった。

　こちらを見た瞬間、梓は「しまった」という顔をして、それを見た汐見は残業が嘘だったのを悟った。彼女が自分と距離を取りたがっているのを如実に感じ、しかも一緒にいるのは元彼だ。

　やるせなさが胸に渦巻き、今は冷静に話せないと判断した汐見は、梓をタクシーで送っていこうとした。だが車を降りる寸前に彼女が自宅に誘ってきて、今に至る。

　汐見の中には、言葉とは裏腹な行動で自分を振り回す梓に対する苛立ちがこみ上げていた。

（俺とヤったことを後悔してると言いながら、何だかんだで身体の関係には応じてくれる。……だったら、離れられないようにするまでだ）

　かくして汐見は彼女の腕をつかんで寝室に連れ込み、その身体を後ろから抱き込んでベッドに座っていた。

　中は六畳くらいの広さで、生成り色のリネンにベッド脇に置かれた観葉植物や雑貨が映え、ランプの傍には読みかけらしい洋書が置かれている。少しだけ開いた窓から、かすかに風が吹き込んでカーテンを揺らしていた。

　相変わらず何かを訴えかけてこようとする梓の頤を上げて唇を塞ぎ、汐見は大きく開かせた脚の間に手を入れる。すると彼女が、くぐもった声を漏らした。

「ぅっ……ふ、……は……っ」

　梓の下着の中に手を入れた汐見は花弁を割り、蜜口に指が浅く埋めてくすぐるように動かす。

　ときおり敏感な花芽をいじると蜜口がヒクリと震え、とろみのある愛液がにじみ出てくるのがわかった。浅いところを出入りする動きがもどがしいのか、梓が足先でベッドカバーを掻く。

　唇を離すと、彼女は切れ切れに言った。

「……っ、柾くん、話を聞いて。わたし──……」

「しっ。梓さん、窓が開いてるのに気づいてますか？　あんまり声を出すと、他の部屋に聞こえるかもしれませんよ」

「……っ」

　梓がじわりと頬を染め、こちらの手をつかんで押し留めようとしてくる。

「だったら、こんなことやめて。わたしはちゃんと話がしたいって言ってるのに……あっ！」

　汐見がそれまで浅いところをくすぐっていた指を半ばまで埋めると、彼女の身体がビクッと震える。

　愛液でぬめる柔襞が指にきつく絡んできて、ゆるゆると動かす動きに粘度のある水音が立った。漏れそうになる声を我慢しようというのか、梓が両手で口元を押さえる。

「んっ……ぅっ、……ん……っ」

　レースの下着の中で男の手が動いている様はひどく淫靡で、視覚的に汐見を煽った。

　ゆっくりと中の襞をなぞり、ザラリとした天井部分を押し上げる。挿れる指を増やすと締めつけはさらにきつくなったものの、溢れる潤沢な愛液のおかげで動きはスムーズだった。

「ここ、すごく濡れて俺の指を締めつけてるの、わかりますか？　もっと奥まで挿れますよ」

「んん……っ……」

　梓の身体を背後から抱きすくめるようにしながら、汐見は指を奥深くまで埋めていく。

　ビクビクと震えながら締めつけてくる感触が心地よく、蜜を攪拌しながらじっくりと襞を捏ねた。ぐちゅぐちゅと粘度のある水音が立ち、溢れ出た愛液が指を伝って下着を濡らしていく。

「……っ、柾くん、もうやめ……」

　彼女が押し殺した声で訴えかけてきて、汐見は聞き返す。

「何ですか？」

「ぁ、達っちゃう……っ」

　切羽詰まったその声は劣情を煽り、股間が痛いほどに張り詰める。

　腕の中に抱き込んだ梓の身体の華奢さを感じつつ、その赤くなった耳朶を食んだ汐見は、彼女の体内に埋めた指の動きを激しくした。

「ぁっ！　はぁ……っ……んっ……あ……っ！」

　何度も奥を穿つたび、梓が腕の中で声を上げる。

　激しい抽送に感じてはいるものの、達するには一歩足りないらしく、彼女が涙目で喘いだ。汐見が仕上げとばかりに親指で花芽を強く押し潰すと、梓がビクッと身体を震わせてようやく絶頂を迎える。

「あ……っ」

　内壁がきつく指を締めつけ、搾り取るような動きをしたあと、ゆっくりと弛緩していく。

　熱い蜜でいっぱいになった隘路で緩やかに指を行き来させ、汐見はわななく襞の感触を愉しんだ。するといつまでも指を抜かないこちらの腕をつかみ、彼女が荒い呼吸をしながらささやく。

「……っ、もう、やめ……」

「まだ気持ちいいですか？　俺の指を締めつけてますけど」

「違……っ」

「じゃあ、もう一本増やしてみましょうか」

　汐見は笑い、濡れそぼつ花弁をいやらしく両手で開く。

　そして右手の二本に加えて左手の人差し指も増やし、蜜口に埋めていくと、梓が声を上げた。

「ぁ、駄目、や……っ」

「しーっ、声、我慢してください」

「あぁっ……！」

　濡れた隘路が難なく三本の指をのみ込み、入り口からとろみのある蜜を溢れさせる。

　きゅうっと締めつける動きは彼女が感じていることを如実に伝えてきて、下着の中がぬるぬるになっていた。左右の指で襞を捏ねてぐちゃぐちゃにされ、梓が啜り泣きのような声を上げる。

　汐見は知らず興奮で息を乱しながらささやいた。

「こんなに下着の中をぬるぬるにしちゃって、やらしいですね、梓さん」

「……っ、や……っ」

「ここ、舐められたいですか？　それとも俺のを挿れられたいですか」

　すると彼女が目を見開き、震える息を吐きながら小さく言う。

「……ぁ……それ、は……」

「俺はどっちでもいいですよ。舌で舐めて達かせてもいいし、指じゃ届かない奥をいっぱい突いてもいい」

　まるで期待するかのように梓の内壁がヒクリと蠢くのを感じ、汐見は微笑む。

　たとえ身体だけでも、彼女に求められたくてたまらなかった。熱くなっている梓の耳朶を唇でなぞりつつ、耳に直接声を吹き込んで問いかける。

「どうしますか？」

　愛液にまみれた襞を捏ねて促すと、しばしの逡巡ののち、息を乱した彼女が後ろ手にそっと指を伸ばしてくる。

　梓の手がこちらの股間に触れ、既に熱くなっているものの輪郭をなぞってきて、その淫らな姿にゾクゾクした。彼女が濡れた眼差しで汐見の顔を振り仰ぎ、小さく言う。

「……っ、柾、くん……」

　直接的な言葉ではないものの、梓の欲求が伝わってきて、汐見は内心白旗を上げる。

　蜜口から引き抜いた右手の指で彼女の唇に触れ、欲情を秘めた声で告げた。

「──舐めてください」

「……っ」

　自分の蜜にまみれた指を、梓が従順に舐める。

　その口腔に指を入れ、しばらく小さな舌の感触を愉しんだ汐見は、彼女の身体をベッドに押し倒した。そしてスーツのジャケットとブラウス、ブラを脱がせ、あらわになった胸の先端に舌を這わせる。

「あ……っ！」

　ふくらみをつかんで舌先で乳暈をなぞり、芯を持ったそこを吸い上げる。

　清楚な色の頂が唾液で濡れる様がいやらしく、ひとしきり愛撫して梓を啼かせた。そしてスカートとストッキング、下着を脱がせ、自身が着ていたサマーニットを頭から脱ぐ。

　チノパンの前をくつろげた汐見は、財布から取り出した避妊具を昂ぶりに被せた。彼女の脚の間に身体を割り込ませ、腰を密着させて、いきり立つ肉杭をゆっくりのみ込ませていく。

「んん……っ」

　温かく狭い内部に包まれる感触が得も言われぬ快感をもたらし、思わず熱い息を吐いた。

　さんざん慣らしたおかげで、そこは苦も無く剛直を受け入れ、奥深くまで埋まる。彼女が浅い呼吸をしながら、こちらに視線を向けてきた。

「……っ……柾、くん……」

「──動きますよ」

　わずかに腰を引き、再び最奥まで楔を埋める。

　途端に隘路が痛いほどきつく締めつけてきて、ゾクッと射精感がこみ上げた。それを振り払うように律動を開始すると、梓が切れ切れに声を上げる。

「はぁっ……ぁ、……んっ……あ……っ」

　愛液でぬめる隘路を剛直で擦り、切っ先で奥を捏ねる。

　弱いその場所を嬲られた彼女が面白いように反応を返してきて、内壁がビクビクとわなないた。

「んっ……あ、奥……っ」

「ここ、好きですよね。俺も気持ちいいですよ」

　こんなに感じてみせるのに、自分のものにはならない梓が、汐見はもどかしくてたまらない。

　ひとしきり深いところを穿って締めつけを愉しんだあと、汐見は彼女の背に腕を回してその身体を引き起こす。そして対面座位の形になり、下からぐっと突き上げた。

「あ……っ！」

　自分の重みで根元まで屹立を受け入れることになった梓が、背をそらせる。

　それを片方の腕で支えた汐見は、目の前にさらけ出された細い首に唇を這わせた。首から肩口、鎖骨にキスをし、胸のふくらみをつかんで口に含む。

　強く吸い上げた瞬間、それに呼応して中がきゅうっと締まって、息を吐きながらささやいた。

「は、すごい締めつけ……ここも硬くなってて、可愛い」

「あっ……」

　弾力のある胸をつかみ、尖った先端を舐め回しながら視線を上げると、上気した顔の梓と目が合う。

　恥ずかしさと快感がない交ぜになったその表情は、いつもの涼しげな様子とはまったく違い、自分にしか見せていないと思うといとおしかった。汐見は微笑み、彼女に向かって言った。

「梓さん、舌出してください」

「えっ……」

　梓が躊躇いがちに口を開け、わずかに舌先を出す。

　汐見がそれを舐め、舌の先端同士をぬるぬると絡めると、彼女が息を乱した。蒸れた吐息を交ぜ、滴ってきた唾液をさらに絡める。梓が口を閉じようとした瞬間、汐見は噛みつくようにその唇を塞いだ。

「ん……っ」

　口腔に押し入り、中を激しく蹂躙する。

　逃げる舌を強く吸い上げ、歯列や口蓋もくまなく舐め尽くすと、剛直を受け入れたところが断続的に収縮し、柔襞がゾロリと蠢いた。

　それに強烈な快感をおぼえた汐見は、顔を歪めてキスを解く。そして彼女の腰を抱え、律動を始めた。

「はぁっ……んっ、あ……っ」

　下から何度も深く突き上げる動きに振り落とされないよう、梓が汐見の首にしがみついてくる。

　互いの肌が汗ばんでいて、密着するとぬるりと滑ったが、不快ではなかった。小ぶりな尻をつかみ、繰り返し根元まで昂ぶりを突き入れて、汐見はじわじわと射精感が高まっていくのを感じる。

　すると彼女がビクッと身体を痙攣させ、一足先に達した。

「あ……っ！」

　自身を受け入れている隘路の圧がひときわ強くなり、汐見はぐっと奥歯を噛む。

　隙間なくぴっちりと楔が埋まった状態で収縮されるとひとたまりもなく、わずかに遅れて熱を放った。

「……っ」

　切っ先を最奥に押しつけながら薄い皮膜の中で射精すると、熱い内壁が搾り取るような動きで締め上げてくる。

　それがひどく心地よく、一滴残らず欲情を吐き出し、大きく息を吐いた。次の瞬間、梓がぐったりともたれ掛かってきて、それを抱き止める。

「はぁっ……」

　汗ばんだ彼女の頭を自身の肩口に押しつけ、汐見は乱れたその髪を撫でて鼻先を埋める。

　梓の身体をベッドに横たえて、ベッド脇に置かれていたティッシュで後始末をした。そしてしどけなく横たわる身体に再び覆い被さり、胸のふくらみを手の中に包み込みつつ首筋に唇を這わせる。

　するとまだ呼吸が整わない彼女が、緩慢なしぐさで身じろぎした。

「……っ、何……？」

「全然満足できてないので、もう一回つきあってください」

「ぁ、でも……っ」

　こちらを押しのけようとする手をベッドに縫い留め、互いの指を握り合わせながら、汐見は笑って告げた。

「梓さんは、ただ可愛く喘いでくれてたらいいですよ。──俺がどれだけあなたに執着してるか、身体に教え込んであげますから」







＊第四章








　翌朝目が覚めたとき、カーテンが閉まっていない窓の外から明るい日差しが差し込んでいた。

　気温は既にじりじりと上がり始めており、暑さを感じてぼんやりと目を開けた梓は、自分が汐見の腕に抱かれて眠っていたのに気づく。

（そうだ。わたしは昨夜、柾くんをお茶に誘って、それで……）

　嘘をついて誘いを断ったことをきちんと詫び、その上で二人の関係をこれからどうしたいかの説明をしようとしたにもかかわらず、汐見は誤解して途中で話を打ち切ってしまった。

　彼はこちらの言葉にまったく聞く耳を持たず、半ば強引に梓を抱いて、話したかった内容については結局うやむやのままだ。汐見の抱き方は熱っぽく、当初は窓が開いていることが気になって仕方がなかったものの、気がつけばそんな羞恥はきれいに吹き飛んでいた。

（……今何時だろう）

　そう思い、ベッドサイドに視線を向けた梓は、時計が午前七時過ぎを示しているのに気づき、顔色を変える。

　今日は朝八時半からミーティングがあり、絶対に外すことができない。普段は出勤時間の融通が利くが、今日は八時に家を出なければ間に合わなかった。

　そっとベッドを降りた梓は、床に散らかった自身の衣服を手早く拾い集め、バスルームに向かう。急いでシャワーを浴びるうち、理不尽な状況にふつふつと怒りがこみ上げてきた。

（わたしは「話がしたい」って言ってるのに、柾くん、全然聞いてくれなかった。それどころか誤解して好き放題抱いて、一体何なのよ）

　裏を返せば、それは汐見がこちらに執着している証拠なのだろうか。

　抱き方自体はまったく乱暴ではなく、彼は梓を感じさせることに尽力していた。触れる手やその眼差しから「手放したくない」という汐見の想いが伝わってきたため、決して嫌ではない。だがこちらの話を聞こうとしないのは、かなりの問題だ。

（改めて、柾くんとちゃんと話さないと。でも今は時間がない）

　シャワーを浴びた梓は、洗面所でメイクをする。

　髪をセットし、着替えるために寝室に戻ると、物音とこちらの気配で汐見が目を覚ました。まだ寝ぼけ眼の彼に対し、梓はクローゼットから今日着るスーツとストッキングを取り出しながら、早口で告げる。

「わたしはもう出勤しなきゃいけないから、柾くんもさっさと服を着て。シャワーを貸す時間はないから、自分の家で入ってね」

「あ、……はい」

　洗面所で着替え、ピアスを着けてリビングに戻ると、汐見が衣服を着て寝室から出てくるところだった。彼は梓の顔を見て、何かを言いかける。

「梓さん、俺は──……」

「ストップ。今は話してる暇はないの。わたし、もう遅刻しそうだから」

　ぴしゃりと言い放った梓は、バッグの中身を確認し、玄関に向かう。

　外は真っ青な空から眩しい朝日が降り注ぎ、気温が上昇していて、ムッとした熱気を感じた。先ほど彼の言葉を封じた梓だったが、どうしても一言言わないと気が済まず、マンションから地下鉄の駅に向かって歩く途中で口を開く。

「柾くんって、わたしと話をする気はないんだね。昨日何度も『聞いて』って言ったのに、全然聞く耳を持ってくれなかった」

「それは……」

　汐見が虚を衝かれた顔をして、こちらを見る。だが梓は彼のほうを見ず、パンプスのヒールを鳴らして歩きながら言葉を続けた。

「別に昨夜の行為を無理やりだったって言う気はないけど、柾くんは身体さえ手に入れればそれで満足？　わたしをただのセフレとして扱う気なの？」

「違います。俺は……っ」

　彼が珍しく大きな声で何か言いかけたものの、道行く人々の視線がこちらに向けられているのに気づき、口をつぐむ。

　ちょうど大きな通りに出た梓は足を止め、小さく息をついて言った。

「話す時間はないとか言いながら、こんなふうに問い詰めたりしてごめんなさい。でも、次に会うときまでわたしの言葉の意味を考えてみて」

「…………」

「仕事に遅れそうだし、ここからはタクシーで行くから。──じゃあね」







　幹線道路は朝の通勤ラッシュで少し混み合っていたものの、どうにか八時半までに出勤することができた。

　無事にミーティングを終えたあと、昨日三吉に送った見積書の内容をメールでやり取りしたり、イギリスの販社と納期の調整をしたりと忙しく過ごした梓は、昼休みにトイレでメイクを直しながら昨夜のことについて考えた。

（柾くん、わたしの気持ちがわからないって言ってた。「俺を避けるようなそぶりをしながら自宅に誘ったり、一体どういうふうに解釈したらいいんですか」って……。確かにそのとおりだ）

　汐見に「つきあいませんか」と申し込まれたものの、梓は彼の本気度が低いと思い込み、にべもなく断っていた。

　そのくせ触れられれば感じてしまい、年上のプライドを保ちたくて自分から積極的に動いたりもしたため、決して嫌がっているようには見えなかったに違いない。

　その上彼が「つきあってくれるまでアプローチするから、プライベートで会ってほしい」と言った翌日に嘘をついて誘いを断っているのだから、汐見が翻弄されていると考えるのは当然だ。

（わたし、自分の行動を全然客観的に見れてなかった。柾くんの告白を「軽い」とか本気を疑いながら、彼を振り回すようなことをしてるなんて……。最低だ）

　昨夜の彼は梓の話を聞こうとせずに行為に及んだが、それは「せめて身体だけでも繋ぎ留めておきたい」という考えから起こした行動にも見え、押し殺した熱を感じた。

　今の自分たちに必要なのは、冷静な話し合いだ。互いに相手のことをどう思っているのか、ちゃんと言葉にして伝えなければ何も始まらない。梓の胸に、そんな思いがこみ上げていた。

（今までは「自分のほうが年上なんだから、侮られちゃいけない」とか、そんな変なプライドばかりがあったけど……わたし、反省しなきゃ。西川くんの言うとおり、せっかく八年ぶりに会ったんだから、柾くんとの関係を前向きに考えたい）

　もし話し合った結果、汐見が腰を据えてこちらとつきあう気がないのがわかった場合は、そのときに対応を考えればいい。

　今夜ｌｅｇｇｉｅｒｏに行き、仕事が終わったあとの彼と話をしよう──そう結論づけた梓は、深呼吸する。汐見がどんな返答をするかを想像し、にわかに緊張がこみ上げていた。そしてこれまでのやり取りを経て、自分が思いのほか彼に惹かれていることに気づく。

（……上手く話せるかな。なし崩し的に事に及んだりしないように、人目があるどこかのお店とかのほうがいいのかも）

　だが汐見の仕事が終わるのは深夜零時のため、あまり早く行っても時間を持て余してしまう。

　ならば一旦自宅に帰り、出直したほうがよさそうだ。その後の梓は、残っている仕事を精力的にこなした。そして午後六時に退勤したあと一度帰宅し、朝寝坊をしたせいで片づけもせずに出ていった部屋で、掃除や洗濯などの家事をこなす。

　軽く夕食を取り、家を出て繁華街に向かったのは、午後十時半だった。地下鉄を降りて歩き、ｌｅｇｇｉｅｒｏの近くに来たところで何気なくスマートフォンを見た梓は、ふと着信を示すポップアップが表示されているのに気づく。

　タップして確認すると、それは西川からだった。時間は十分前になっていて、梓は彼に電話をかける。

「もしもし、西川くん？　片山です。電話くれてた？」

『ああ。昨日はありがとう』

「ううん、こちらこそ。ご馳走になっちゃって」

　どうやら西川は、昨日梓が汐見について悩んでいたのを気にして電話をくれたらしい。

　繁華街特有の雑多な匂いを吸い込み、車道を行き交う車のテールランプを見つめながら、梓は答えた。

「昨日西川くんに相談して、ちゃんと例の彼と向き合おうって思ったの。だから相手の仕事が終わるまで少し待つために、今繁華街にいる」

『えっ、どこ？　俺も今繁華街にいるんだけど』

　彼がいるのはごく近くらしく、「よかったら時間潰しにつきあうよ」と申し出てきて、梓は慌てて首を横に振った。

「そんな、いいよ。西川くん、明日も仕事でしょ」

『気にするな。もうお前の姿が見えてるし』

「えっ」

　ちょうど行く手からスマートフォンを耳に当てた西川が歩いてくるところで、梓は驚いて口をつぐむ。電話を切った彼がこちらに歩み寄り、笑って言った。

「昨日に引き続き、すごい偶然だな。俺との運命的な絆を感じたほうがいいんじゃないか？」

「何言ってるの、もう」

　聞けば西川は今まで会社の人と飲んでいて、その帰りらしい。

　会ってしまったからには無下にできず、梓は頭の中で目まぐるしく考えた。

（西川くんを連れてｌｅｇｇｉｅｒｏに行くわけにはいかないから、他のお店にしようかな。一、二杯飲んでお店に行けば、柾くんの終業時間に間に合うはず）

　そう思い、彼に提案しようとした瞬間、ｌｅｇｇｉｅｒｏの扉が開く。

　店の中から二人の女性客を送り出す汐見の姿が見え、梓はドキリとした。白シャツに黒のネクタイ、ロングエプロンとスラックス姿の彼は、「ありがとうございます。またお越しください」と微笑んだあと、視線を感じたようにこちらを見る。

　そして梓と一緒にいる西川の姿を見つけ、かすかに目を見開いた。

「あ……」

　最悪だ──と梓は思う。

　昨日に引き続き西川と一緒にいる自分を見て、汐見は一体どう思っただろう。彼が驚いた顔をしていたのは一瞬で、すぐに営業用の笑顔になり、梓に向かってにこやかに言った。

「こんばんは、片山さん」

「こ、こんばんは」

「梓、知り合いか？」

　西川の問いかけに、梓は顔をこわばらせながら答える。

「うん。……たまに来てる店で」

「だったらここで飲もう。席、空いてますか？」

　汐見がニッコリ笑い、優雅なしぐさで店のドアを開けた。

「カウンターが空いてますよ。どうぞ」

　断ることができずに店の中に足を踏み入れながら、梓は重苦しい気持ちを持て余していた。

　汐見は絶対に、ひどい誤解をしている。だが周囲に人がいる状況では何の言い訳もできず、胃が嫌なふうに引き絞られていた。カウンターの中にいた江田島が、こちらに気づいて微笑んで言う。

「いらっしゃいませ、片山さん。今日はお連れさまがいらっしゃるんですね」

「はい。あの……古い知人で」

「こんばんは。素敵なお店ですね」

　西川が如才なく話し始め、その隣で梓は「どうにかして彼を一、二杯で帰すしかない」と考えていた。とにかく汐見にこれ以上誤解されないよう、当たり障りのない話をするべきだ。

「何になさいますか」

　汐見が聞いてきて、梓は小さく「テキーラ・サンライズで」と答える。

　隣に座る西川がスコッチウイスキーのロックを頼み、乾杯した。梓がうつむきがちにグラスを口に運ぶと、彼が話し始める。

「昨日の話、気になってたんだ。年下の男に迫られてるってやつ」

「……っ」

「安易に応援しちゃったけど、よく考えたら無責任だなって思ってさ。梓は年齢的なこととか、相手の人間性で悩んでるのに、簡単に『つきあってみればいい』って言うのはよくなかった」

　カウンターの中には汐見がおり、こちらの話が聞こえているはずだが、顔色ひとつ変えずに白い布巾でグラスを拭いている。

　梓は内心の焦りを押し殺し、抑えた声で西川に言った。

「西川くん、あの、その話はもういいから」

「だってお前、これからその相手と話しに行くんだろ？　やっぱり恋愛って、最初の直感が大事だよ。何か引っかかるところがあるなら、そういう人間には近づかないほうがいいんじゃないかな」

　彼の言うことには一理あるものの、発言のタイミングが最悪だ。

　これではまるで、梓が陰で汐見の悪口を言っていたように聞こえる。実際はそんなことはなく、前向きな話し合いがしたいと思っているのに、元彼を連れて店に来てしまうなど目も当てられない。

（もうやだ。どうしてこんなことになるのよ）

　半ば自棄になった梓は、テキーラ・サンライズのグラスを一気にあおる。

　そして汐見に向かって、彼の顔を見ずに告げた。

「──ギブソンください」

「いい飲みっぷりだな。でもお前、昔そうやって無茶飲みして、倒れたことがなかったっけ」

「わたしの話はいいから、西川くんも飲んで」

　梓の目の前に、パールオニオンが添えられた白っぽいカクテルが置かれる。

　ジンをベースにドライベルモットを混ぜたカクテルはアルコール度数が高く、辛口だった。西川の話は仕事の内容に移っていき、梓は今受け持っているエリアの特性や向こうの市場のことなどを聞かれるがままに話す。

「サービス市場としてのモビリティは、今後五年間で三十パーセントを超える成長率が予想されてる。中でもヨーロッパは、二〇二一年から二十六年にかけて最高のＣＡＧＲで成長してるから、うちの会社としても力を入れてる地域なの」

「なるほどな。具体的にどの会社と取引しようとしてるんだ？」

　そこで梓は、ふと我に返る。

　そして会話の中で、自分がうっかり社外秘に触れかけていることに気づいた。

（危ない。いくら西川くんが知り合いだとはいえ、同業他社の人間なんだから迂闊なことは話せない）

　きつい酒を四杯立て続けに飲んだため、急速に酔いが回ってきている。

　そう自覚した梓は、席を立って言った。

「ごめん、ちょっとお手洗いに行ってくるから」

「ああ」
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　バーテンダーに求められる資質は、酒やカクテルの知識はもちろんのこと、話し相手を求めて来ている客と如才なく会話するスキルも含まれる。

　それと同じくらいに必要なのが、〝スルー〟する力だ。客同士の会話に聞き耳を立てず、無関心に徹する。相手が求めるときだけ節度を守って会話に参加するのが、いいバーテンダーとされていた。

（でも……）

　今日だけは、冷静ではいられない。

　カウンター席に座る梓と一緒に来店した西川という男を前に、汐見はポーカーフェイスを保つのにかなりの神経を使っていた。

　思えば今日は、朝からひどく憂鬱だった。昨夜、自分の誘いを「残業だ」と言って断った梓は、街中で男と食事をしていた。しかもそれは、かつて彼女が大学時代につきあっていた相手だ。

　梓を自宅に送って帰ろうとした汐見を、彼女は引き留めてきた。そして自身の気持ちを吐露してきて、汐見は自分が彼女に引導を渡されかけているのに気づいた。

（ここまで振り回しておいて、「やっぱりつきあえない」って？　……そんなの、冗談じゃない）

　心が手に入らないなら、せめて身体だけでもほしい──そう考えた汐見は、梓を執拗に抱いた。

　しかし今朝、仕事に遅刻しそうな時間に目を覚ました彼女は、慌ただしく出勤する際に汐見に向かってこう言った。

『別に昨夜の行為を無理やりだったって言う気はないけど、柾くんは身体さえ手に入れればそれで満足？　わたしをただのセフレとして扱う気なの？』

　それを聞いた瞬間、汐見は虚を衝かれた。

（そんなこと、考えてない。俺は梓さんが好きで、つきあいたかっただけなのに）

　だがこれまでの自分の行動を振り返れば、身体の関係に比重が傾いていると言われても当たり前かもしれない。最初に誘ったときは軽薄な言い方で、二度目は梓のプライドを刺激する形でその気にさせた。

　そして三度目が、昨日だ。彼女の言うとおり、昨夜の汐見は聞く耳を持っておらず、「セフレ扱いだ」と思われてもぐうの音も出なかった。

（馬鹿か、俺は。もっと言葉を尽くして自分の気持ちをわかってもらう努力をするべきだったのに、「身体だけでも」っていう考えに固執して彼女を傷つけるなんて）

　朝、梓にそう言われてから汐見は重苦しい気持ちでいっぱいになっていた。

　今度こそ彼女は、自分に幻滅したかもしれない。だが別れ際に「次に会うときまで、わたしの言葉の意味を考えてみて」と言っていたのが、唯一の救いだ。少なくとも梓は、まだ自分に会う気持ちがあると匂わせている。

（それなのに……）

　先ほど客を送り出しに店の外に出た汐見は、少し離れたところに梓がいるのに気づき、目を瞠った。

　驚いたのは、彼女の隣に昨日見た男がいたことだ。西川というその男は梓の元彼であり、それを見た汐見の胸に怒りに似た気持ちが渦巻いた。

（どうしてわざわざ、元彼なんかと一緒にうちの店の傍にいるんだろう。もしかして、また二人で会ってたのか？）

　梓のほうは汐見の姿を見て顔をこわばらせており、目を合わせようとしなかった。

　店内に入ってからもひどく気まずそうにしていて、汐見には彼女の真意がまったくわからない。だが西川が「安易に年下男との仲を応援したけど、よく考えたら無責任だと思った」「恋愛において最初の直感はとても大事だから、何か引っかかるところがあるならそういう人間には近づかないほうがいい」と語っており、じわりと不快になった。

　梓は自分との仲を、よりによって西川に相談したのだろうか。こうしてこちらに会話を聞かせるのは、「やはりつきあう気はない」という意思表示なのだろうか──そう考え、グラスを拭く手にぐっと力を込める。

（落ち着け。今は仕事中なんだから、意地でも平常心を保たないと）

　呼吸を整えた汐見は、表情を動かさずに手元の作業を続ける。

　それとなく梓の様子を観察したところ、彼女は西川の存在を持て余しているようだった。何とか当たり障りのない会話をしようとし、仕事の話にうまく誘導していたものの、酒を飲むピッチが速いのが気にかかる。

（強い酒ばかり頼んで、グイグイ飲んでる。……大丈夫なのか）

　梓は決して酒に弱くはないが、量を飲めばそれなりに酔っ払うのは初回で確認済みだ。

　これ以上飲むようなら、やんわり注意しようか──そう考えていると、彼女が席を立ち、化粧室に向かった。

　そのタイミングで西川のスマートフォンが鳴り、彼が話し始める。

「もしもし、貫かん地じ谷やか？　……ああ。さっき首尾よく元カノと会えて、バーで飲んでるよ」

　彼は電話の向こうの人物と笑顔で話しており、汐見はさりげなく聞き耳を立てる。すると西川が、酒のグラスを手に言った。

「聞くところによると、あいつは今アイルランドとイギリスを担当してるみたいだ。さっきから強い酒ばかり飲んでて、泥酔するのも時間の問題だと思うんだよな。結構仕事の話に乗ってくるから、上手く会話を誘導して、葉室エレクトリックの社外秘の情報を聞き出そうと思ってる」

「────」

　汐見は驚き、一瞬作業の手を止める。

　西川が話題にしているのは、間違いなく梓のことだ。化粧室の方向を見ながら、西川が笑って言葉を続けた。

「……ああ。せっかくのチャンスだから、上手く利用させてもらうさ。葉室エレクトリックの営業先の企業や売り込もうとしてる商品がわかれば、うちがそこのシェアを奪えるかもしれない。……ははっ。そろそろ切る」

　彼が通話を切り、スマートフォンをカウンターに置く。

　そして汐見に向かって注文してきた。

「すみません、ロングアイランドアイスティーをください」

「かしこまりました」

　ロングアイランドアイスティーは、ジンやウォッカ、テキーラなど五種類の強い酒に、コーラやガムシロップ、ライムなどを混ぜたカクテルで、アルコール度数が高い。

　コーラの炭酸とガムシロップの甘みで、アイスティーのように飲みやすく仕上がるのが特徴で、ストローで飲むと急速に酔いが回る危険な酒だ。

　汐見がグラスを西川の前に置いたタイミングで、梓が化粧室から戻ってくる。すると彼がにこやかに言った。

「お代わりの酒、頼んでおいたよ。どうぞ」

「ありがとう」

　西川が自分の目の前に置かれたグラスを梓のほうにスライドし、彼女は勧められるがままに口にする。

　それを見た汐見は、内心舌打ちした。やはり彼は、梓を酔い潰そうとしている。わかっているのにバーテンダーの立場では制止することができず、ふつふつと怒りがこみ上げた。

　せめてもの気遣いとして氷が入った水チェイサーを置くと、彼女が小さく「ありがとう」とつぶやく。だがその顔はだいぶ酔いが回っている様子で、見ていて心配になった。

　グラスの半分ほど飲んだところで梓が気だるげに息をつき、それを見た西川が言った。

「梓、そんなに酔ってたら、今日は例の彼と話せないんじゃないか？」

「……うん」

「もう帰ろう。送っていくよ」

　彼がこちらを見て「お会計お願いします」と言ってきて、汐見は金額が書かれた伝票を差し出す。

　すると西川が会計し、彼女の腕をつかんで立たせながら、にこやかに言った。

「また来ます」

「……ありがとうございました」

　彼が梓の肩を抱くようにしながら店を出ていくのを見送り、汐見はぐっと唇を引き結ぶ。

（……この店を出たあいつは、すぐに彼女をタクシーに乗せるかな。それとも……）

　可能性は、五分五分だ。

　もしかしたら他の店に連れていってさらに酒を飲ませたり、ホテルに連れ込むつもりかもしれず、酔った梓は抵抗できないかもしれない。

（……そんなのは駄目だ）

　彼らのグラスを下げていた汐見は、それをシンクに置く。

　そしてカウンターを出ながら、江田島に向かって告げた。

「──すみません、ちょっと出てきます」

「えっ、汐見!?」

　びっくりした顔の彼を残し、汐見は急いで店を出る。

　往来を見回し、少し先に二人の姿を見つけ、走って追いかけた。梓が立ち止まり、自分の肘の辺りをつかむ西川に対して何か言っている。彼はなだめるような態度ではあるものの、つかんだ腕を放そうとはしない。

　二人に歩み寄った汐見は、梓の身体を強く引き寄せて言った。

「──この人は俺のなので、気安く触らないでください」

　彼女が目を丸くし、「……柾くん」とつぶやく。西川が驚いた顔でこちらを見た。

「君は、さっきの店の……。客のあとをつけて来るなんて、一体どういうつもりだ」

「梓さんは、俺にとって大切な人です。あなたに利用されるのを黙って見ているわけにはいきません」

　すると梓が「利用？」と訝しげな顔になり、汐見は西川に向かって確認するように言う。

「梓さんが化粧室に行っているあいだ、あなたは電話で話してましたよね。『首尾よく元カノと会えて、バーで飲んでる』『泥酔したら上手く話題を誘導して、葉室エレクトリックの社外秘の情報を聞き出すつもりだ』って」

　それを聞いた彼女は酔いが一気に醒めたらしく、みるみる真顔になっていく。汐見は言葉を続けた。

「『葉室エレクトリックの営業先の企業や売り込もうとしてる商品がわかれば、うちがそこのシェアを奪えるかもしれない』とも話してました。あなたは梓さんが同じ業界で仕事をしていることを知って、情報を引き出すために近づいたんじゃありませんか？　しかも席を外したときにわざとアルコール度数の高い酒を頼み、それを飲ませてる」

　梓が顔をこわばらせ、西川を見た。

「西川くん、本当なの？　わたしから仕事に関する情報を引き出そうとして、それで……」

「ち、違う。このバーテンダーが勝手に言ってることだ。妄想だよ」

　彼が慌てて否定したものの、汐見は畳みかけるように言った。

「今言ったことが僕の妄想だとすれば、ここまで具体的に話したりできないと思いますが。それに電話の相手の貫地谷さん、結構珍しい苗字ですけど、その人があなたの会社に在籍していれば信憑性が増しますよね」

「……っ」

　すると梓が西川を見つめ、険しい表情で告げた。

「……確かに西川くんと話している最中、社外秘の内容に触れそうになってドキッとしたことが何度かあった。柾くんが言うとおり、昨日もらった名刺に書いてある会社の番号に電話をかけて、貫地谷さんっていう人が在籍してるかどうかを確認すれば、はっきりするかもしれないね」

　それを聞いた彼はさっと顔色を変え、引き攣った笑いを浮かべる。

「な、何を言ってるのかまったく意味がわからないよ。人の電話に聞き耳立てるなんて、最低なバーテンダーだな。俺はもう帰るから、じゃあ」

　彼が踵を返して立ち去っていき、汐見はそれを見送る。そして梓を見下ろし、問いかけた。

「梓さん、大丈夫ですか？　気分は」

「平気。何だか酔いが一気に醒めちゃった」

　彼女はこちらを見つめ、ぎこちない口調で言った。

「柾くん、わざわざ追いかけてきてくれてありがとう。それに西川くんのことも、電話の内容を聞いてまずいと思ってくれたんだよね？」

「出過ぎた真似かもしれないと思いましたが、気になったので」

　梓がおもむろにこちらの手をつかんできて、汐見はドキリとする。彼女は切実な色を瞳に浮かべて言った。

「わたし、柾くんとちゃんと話がしたくて来たの。でもお店に着く直前、たまたま近くにいた西川くんから電話がかかってきて、断る間もなく合流しちゃって……あんなことに」

「そうだったんですか」

　二人が示し合わせて会っていたわけではないのを知り、汐見はホッとする。西川の姿がもう近くにいないのを確認し、梓に向かって提案した。

「俺の仕事はもうすぐ終わるので、このあいだのカフェで待っててもらえますか」

「わかった」







　店に戻ると江田島が心配そうに事情を聞いてきたが、汐見は「梓さんが忘れ物をしていたので、あとを追いかけました」と誤魔化した。

　午前零時の少し前に閉店し、片づけを終えて駅前のカフェに向かうと、梓が人待ち顔で奥の席にいる。

「待たせてすみません」

「あ、ううん」

　コーヒーを注文し、スタッフが去っていくと、互いの間に沈黙が満ちる。

　言いたいことを頭の中で整理した汐見と彼女が「あの」と口を開くのはほぼ同時で、梓に言葉を譲った。

「先にどうぞ」

「う、うん。……改めて、さっきはありがとう。いくら西川くんが前から知っている人間だとはいえ、わたしの危機意識が低かったんだと思う。柾くんが来てくれなかったら、どうなっていたことか」

　彼女はテーブルの上でぎゅっと手を握り合わせ、言葉を続けた。

「──それから今日の朝、別れ際に言ったことだけど。一方的に柾くんを責めたけど、わたし、自分の行動を客観的に見れていなかった。自分から積極的になったり、柾くんを避けるようなそぶりをしながら自宅に誘ったり……逆の立場で考えてみたら、一貫性がなくてきっと混乱すると思う。本当にごめんなさい」

　梓は顔を上げ、「でも」と言葉を続けた。

「それには理由があって、最初の柾くんの誘い方がすごく軽かったから、『つきあいませんか』っていう言葉を信じることができなかったの。わたしは年齢的に焦らなきゃいけない時期なのに、柾くんとつきあっても弄ばれる気がして」

「そんなことありません。俺は梓さんと真剣につきあいたくて、交際を申し込みました」

　汐見の言葉を聞いた彼女が、ぐっと唇を引き結ぶ。それを見つめ、汐見は再び口を開いた。

「俺の言い方が軽かったせいで、梓さんを悩ませてしまってすみません。八年ぶりに再会して、店で話ができたとき、俺はうれしかった。梓さんがすごくきれいになっていてドキドキしましたし、仕事にも真剣に打ち込んでいるのが伝わってきて、好感を抱きました」

　だが三年も彼氏がおらず、年齢的な焦りから婚活を始めようとしていると聞いて、「だったら自分が立候補したい」と考えた。

　せっかく会えた縁を切りたくないが、自分は過去に一度梓に振られた身だ。一体どういうふうに攻めれば、彼女は自分のものになるだろう──―そう考えた結果が〝あえて軽く誘う〟ことだったと言うと、梓が目を丸くしてつぶやく。

「……そうだったの？　わたし、てっきり柾くんの中での自分は、八年前みたいに真剣に想うに値しない人間になったんだって考えて、だから断ったんだけど」

「そんなことないです。八年前は憧れに近い気持ちでしたけど、今はもっと強く梓さんに心惹かれています」

　きれいな容姿はもちろん、ときどき見せる子どもっぽい顔や、ベッドでの艶っぽさも、すべて好ましく思っている。

　汐見がそう語ると、彼女はじんわりと頬を染めて言った。

「柾くんがそんなふうに思ってくれてるなんて、全然知らなかった。最初の誘い方からするとすごく女慣れしてるように見えたし、わたしのことはきっと遊びなんだろうって」

「俺、女性関係はまったく派手じゃないですよ。人並みに何人かとは交際しましたけど」

「で、でも、お店でお客さんに誘われたりもするよね？　柾くん目当てで来てるっぽい人、何人か見たし」

「面倒事になったら困るので、お客さんの誘いに応じることは一切ないです」

　はっきり言いきった汐見は、目の前の梓を見る。

「最初のアプローチの仕方がまずかったのと、言葉足らずだったことを謝ります。本当にすみませんでした。もし梓さんがあの元彼に未練がないなら、俺とつきあってくれませんか？　真剣に将来を見据えて、大事にしますから」

　すると彼女が恥ずかしげな表情になり、小さく言う。

「西川くんには、まったく未練なんてないよ。わたしを利用しようとしてた人だし」

「食事して、かつての恋心とかがよみがえったりしませんでしたか？」

「全然。それよりわたし、柾くんより三つも年上だけどいいの？　それにプライドが高くて、何かと張り合っちゃうかもしれないんだけど」

　確かに梓は、プライドが高い。

　しかしときどき見せる子どもっぽい部分や快楽に弱い部分、こちらの仕事を見るときのキラキラした眼差しなど、素直なところがたくさんある。

　そんな彼女を、汐見は心から好きになっていた。八年前に告白して振られ、再会してその人となりを知って、もっと強く心惹かれた。三歳の年の差は微塵も感じず、梓が欠点だと感じている部分も好ましく思っているのだから、何の問題もないだろう。

　汐見は笑って言った。

「どんな梓さんでも好きなので、大丈夫です。そっちこそ、俺に溺愛される覚悟はできてますか？」

「えっ？」

　きょとんとする彼女に、汐見はニッコリ笑って告げる。

「何しろ八年越しで、想いが成就したんですから。──それを全部受け止めてもらわないと」
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　カフェを出てタクシーで向かったのは、汐見の住まいだった。

　単身者用の比較的新しいアパートの部屋に入った瞬間、梓は汐見に身体を引き寄せられる。

「ん……っ」

　唇を塞がれ、最初から深く押し入ってきた舌を、玄関の壁に押しつけられながら受け止める。

　ほんの数歩でリビングまで行けるのに、どうやら彼は待てないらしい。だがそれは、梓も同じだ。互いに想い合っているのがわかった途端、「触れたい」という欲求を抑えられなくなっている。

「……っ……ふっ、……ぁ……っ」

　熱く舌を絡ませ、暗がりの中で見つめ合う。

　汐見の瞳にはこちらへの欲情と執着が確かにあり、それを見るだけで身体の奥がじんと潤み出すのを感じた。彼の大きな手が胸のふくらみを揉みしだき、少し強めのその力に息を乱す。

　ジャケットの下のインナーをめくり上げられ、ブラのカップをずらして先端に吸いつかれて、梓は小さく声を漏らした。

「あ……っ」

　軽く歯を立て、頂をしごくように吸い上げられると、痺れるような愉悦がこみ上げる。

　胸を愛撫しながら汐見の手が太ももを撫で上げ、彼が視線だけを上げて問いかけてきた。

「ストッキング、脱がせていいですか」

「……っ、こ、ここで……？」

「待てないので」

　梓の了承を待たずにストッキングを脱がせた汐見が、床に跪いてこちらの左脚を肩に掛ける。

　そして下着のクロッチ部分を舐めてきて、梓は悲鳴のような声を上げた。

「やぁっ……！」

「声、少し抑えてください。外に聞こえるかもしれませんから」

「んっ、でも……っ」

　布越しに熱い舌を感じ、蜜口がきゅんと疼く。

　唾液がじんわりと染みていく感触が淫靡で、梓は自分の脚の間にある彼の頭を何とか押しのけようとした。しかしこちらの抵抗はお構いなしに汐見がクロッチを横にどけ、花弁に直接舌を這わせてくる。

「んっ……ぅっ……あ……っ」

　濡れた舌がにじみ出た愛液を舐め、熱くぬめるその感触に息が乱れる。

　恥ずかしくてやめてほしいのに、身体は素直に反応し、新たな蜜を零していた。音を立てて愛液を啜られ、声を出さないように必死に我慢していると、彼が身体を起こす。

　そして口元を拭い、財布から避妊具を取り出した。

「あ……」

　前をくつろげた汐見が、いきり立つ昂ぶりに薄い膜を素早く被せる。

　そして梓の片方の脚を抱え上げると、蜜口に先端をあてがい、腰を進めてきた。

「うぅっ……」

　壁と彼の間に閉じ込められ、熱く硬い剛直が体重をかけて一気に押し入ってきて、梓は圧迫感に呻く。

　彼の首にしがみつき、肩口に顔を埋めて何とか声を我慢した途端、律動が始まった。

「……っ、んっ、……は……っ」

　身体を貫く楔は充実して太く、苦しいほどの質感で繰り返し最奥まで挿入ってくる。

　その大きさに慣れていない隘路が断続的に収縮し、それに快感があるのか彼が熱い息を吐いた。壁に梓の身体を押しつけた汐見が、突き上げながら覆い被さるように唇を塞いでくる。

「ぅっ……」

　口腔を少し荒っぽく蹂躙され、柔襞がゾロリと幹を舐める。

　内壁がビクビクと震え、苦しいのにそれを凌駕する快感があり、愛液の分泌が増えていくのがわかった。玄関で立ったままするのは、汐見の余裕のなさを示しているようで胸がきゅうっとする。こんなにも彼に求められていると思うと、うれしかった。

（柾くん、必死な顔して……可愛い）

　彼の首を引き寄せ、梓は自分からキスを深くする。

　そのあいだも律動はやまず、屹立が繰り返し身体の奥を穿ってきていて、感じやすいところをかすめるたびに肌が粟立つ感覚を味わった。

「……っ、ぁ、気持ちいい……」

「……っ……梓さんがいいの、ここですよね」

「ひぁっ、あ……っ！」

　剛直の切っ先で最奥をグリグリと抉られ、梓は一気に昇り詰める。

　ビクッと身体を震わせるのと同時に内部がきつく収縮し、汐見がかすかに息を詰まらせた。彼は梓の身体を壁に押しつけ、より激しい律動で攻め立ててくる。

「あっ！　……はぁっ……あ……っ」

「……っ」

　熱い肉杭を根元まで打ち込まれ、梓は嵐のような快感に翻弄される。

　声を我慢できず、目の前の汐見にしがみつきながら肩に顔を押しつけると、彼がこちらのこめかみにキスをしてささやいた。

「……っ……荒っぽくて、すみません。でももう達きますから」

「んっ、あ……っ」

　快感をこらえる汐見の眼差しはゾクゾクするほど色っぽく、それを目の当たりにした梓は理性を灼かれるのを感じる。

　果てを目指す彼の動きは荒々しいものの、決して嫌ではなかった。やがて二度、三度と深く突き上げた汐見が、ぐっと奥歯を噛む。

　膜越しに熱を放たれるのを感じた梓は、大きく息を吐いた。

「はぁっ……」

　ドクドクと脈打つ昂ぶりが欲情の証を吐き出すのを感じ、眩暈がするような愉悦を味わう。

　想いが通じ合ってから初めて交わす行為は、これまでとは比べ物にならないくらいの快感があった。梓の脚がガクガクしているのに気づいた彼が抱えていたのを下ろしてくれ、楔がズルリと引き抜かれていく。

「ん……っ」

　互いの荒い呼吸音が、暗がりの中に響いていた。梓は気恥ずかしさをおぼえつつ、ボソリと言う。

「部屋まで我慢できずにこんなところでしちゃうなんて、柾くん、相当わたしのこと好きでしょ」

　すると汐見が目を丸くし、すかさず答えた。

「梓さんこそいつもより感じまくって、俺に抱かれるのが好き過ぎですよね」

　目を見合わせ、噴き出すのは、ほぼ同時だった。梓は腕を伸ばし、汐見の首を引き寄せながら、微笑んでささやく。

「玄関じゃなくて、ベッドでちゃんとして。八年越しにわたしを溺愛するつもりなんでしょ？」

「その言葉、絶対に後悔しないでくださいよ」







＊エピローグ








　十一月の終わり頃になるとクリスマス商戦真っ盛りとなり、街はどこに行っても華やいだ雰囲気になっている。

　金曜日の朝、梓は出勤するなり後輩社員の二宮に小さな包みを手渡された。

「片山さん、明日お誕生日ですよね？　これ、プレゼントです」

「えー、ありがとう」

　女子力の高い彼女は、毎年こうしてプレゼントをくれる。今年は誕生日当日が土曜日のため、前日である今日持ってきてくれたらしい。

　梓は笑顔で受け取り、ワクワクしながらつぶやいた。

「何だろう、中身」

「今年は香水にしました。普段先輩が着けてる匂いから、『こんなの好きだろうな』っていうのをチョイスして」

「うれしい。来週、早速着けてくるね」

　隣の席に座った二宮が、自身のパソコンを起動させながら言う。

「彼氏さんは明日、お仕事ですよね？　サービス業って、そういう記念日とか当日に祝えないから残念ですよねえ」

「まあ、仕方ないよ」

　梓が汐見とつきあい始めて、もうすぐ半年になる。

　かねてから予告していたとおり、恋人となった彼の溺愛ぶりは凄まじく、梓はそれまでの枯れた生活から一変して日々汐見に翻弄されるようになった。

〝もっと一緒にいたい〟という気持ちが高まって交際一ヵ月で同棲を始め、思いのほか家事がまめで料理上手な汐見は、あらゆることをさらりとやってくれる。

　朝は出勤準備にバタバタする梓に代わって朝食を作り、昼間のうちに掃除や洗濯をこなして夕食まで作ってくれていた。梓はその分、仕事が休みの週末に家事や料理の作り置きなどを担い、余暇で趣味の映画鑑賞に二人で出掛けたりと、充実した時間を過ごしている。

（柾くんとこんなふうにつきあうようになるなんて、思ってもみなかった。最初はあんなにすったもんだしたのに）

　かつて家庭教師をしていたときの生徒である汐見と再会したのは、本当に偶然だった。

　さまざまな行き違いを経て恋人同士となったあと、気づけば自分の年齢のことや結婚に対する焦りは消え、「そのうちなるようになるのかな」と考えるようになっている。

　明日はついに三十歳になってしまうが、もうそれはただの〝数字〟だと思っていた。今の生活がとても充実しているのだから、何の不満もない。

　その日、仕事を午後六時に終えた梓は、地下鉄に乗って帰宅する。すると外から見上げた自宅の窓には電気が点いており、不思議に思った。

（柾くん、まだ家にいるの？　今日は仕事のはずなのに）

　彼の勤務先であるｌｅｇｇｉｅｒｏは午後六時から開店するため、いつも五時には自宅を出ている。「もしかして、熱でも出たのだろうか」と考えながら、梓は自宅の鍵を開けた。そしてリビングに行くと、汐見がこちらを見て言った。

「おかえり、梓さん」

「ただいま。どうしたの？　今日は仕事のはずなのに。もしかして具合でも悪い？」

　だが彼は夕食の支度をしていて、まったくそんなふうには見えない。

　ダイニングテーブルにはビーフシチューや色鮮やかなブルスケッタ、平目のカルパッチョなどが並び、とても華やかだ。汐見が笑って答えた。

「そういうわけじゃないよ。俺は普通に出勤するつもりだったんだけど、事情を聞いた店長や本店のスタッフが『今日は休め』『こういうときこそ有給を使え』って言ってくれて」

「事情？」

「まあ、座って」

　促され、手を洗った梓は、ダイニングテーブルに座る。

　すると彼がバーテンダーらしい優雅な手つきでシャンパンをグラスに注いでくれ、梓はピンときて言った。

「もしかして、誕生日のお祝い？　だったら今度の柾くんのお休みの日でよかったのに」

　それを聞いた汐見が向かいの席に座り、どこか緊張しているようにふーっと大きな息を吐く。梓が不思議に思っていると、彼はこちらを見つめて口を開いた。

「もちろん誕生日のお祝いのつもりだけど、今日はもっと重要な話があって」

「ん？」

「梓さん。──俺と結婚してください」

　思いがけないことを告げられ、梓は目を見開いて言葉を失う。

　汐見が自分にプロポーズするためにわざわざ休みを取ってくれたのだとわかり、驚きがこみ上げていた。交際するようになってもうすぐ半年になるが、気遣い上手な彼とは一緒にいてとてもリラックスでき、ストレスがない。

　三歳年下なのに包容力がある汐見は、梓のために何かをする労力を惜しまなかった。つきあうときにゴタゴタしたせいか言葉を惜しむことはなくなり、いつも真っすぐに愛情を伝えてくれている。

　梓は彼を見つめ、小さく問いかけた。

「もしかして、わたしが二十代のうちにプロポーズしてくれたの……？」

　誕生日は明日で、今日の梓はまだ二十代だ。すると汐見が、照れたように笑って答えた。

「うん。再会した頃、梓さんがやたら歳のことを気にしてたから、二十代のうちに結婚したいのかと思って。少し前から考えてたんだ」

　そう言って彼が、ビロードの小箱を差し出してくる。

　中には小さなダイヤモンドがついたエンゲージリングがあり、銀色に輝いていて美しい。汐見とつきあい始めてからは毎日が楽しく、ずっとこんな毎日が続けばいいと願っていた。

　バーテンダーである彼は文句なしに恰好よく、仕事をしている姿はいつまでだって見ていられる。半年が経つうちに関係は揺るぎないものになり、今は確かな愛情が互いの間に芽生えていた。

　この日々の先に〝結婚〟という形があればいいと漠然と考えていたが、まさかこんなサプライズでプロポーズされるなどうれしい誤算だ。

　梓は胸がいっぱいになるのを感じながら、深呼吸する。そして笑顔で言った。

「うん。──結婚しよう」

　その返事を聞いた汐見が、ホッとしたように梓を見た。

「よかった。有給まで使ってプロポーズしたのに、万が一断られたらどうしようかと思ってたから」

　彼が緊張しながら口にしてくれたのだとわかり、梓は微笑む。

「断る気はまったくなかったし、いつかできたらいいなって考えてたけど、いざそうなると何だかすごく感慨深いね。だって再会した頃のわたし、『自分のほうが年上なんだから、侮られちゃいけない』ってことばかり考えてたんだもん」

　梓は「でも」と続け、彼に笑いかけた。

「今は全然、そんなことは思わない。バーテンダーとしての柾くんも、わたしの恋人として傍にいてくれる柾くんも、どっちも大好きで尊敬してるよ。わたしが幸せだなって感じる以上に、柾くんのことをもっともっと幸せにしたいって思ってる」

　すると汐見が面映ゆそうに微笑み、ビロードの小箱から指輪を取り出す。

　そしてそれを梓の左手の薬指に嵌め、両手にぎゅっと握り込んで、誓いのようにささやいた。

「この先の人生、梓さんただ一人を愛し、大切にすると誓います。──梓さんは？」

　蠱惑的な眼差しでこちらを見つめる彼は、悔しいくらいにいい男だ。

　うれしい気持ちが溢れ出すのを感じながら、梓は満面の笑顔で答えた。

「わたしも。──未来永劫、どんなことがあっても、柾くん一人を愛し抜くことを誓います」







＊あとがき








　こんにちは、もしくは初めまして。西さい條じょう六花りっかです。

　濃蜜ラブルージュさんでは初めてとなるこの作品は、バリキャリ女子と年下バーテンダーの再会ストーリーとなりました。

　ヒロインの梓は年齢的に結婚に焦り、婚活を始めようとしていますが、わたしの作品ではまれなとても勝気な女性となりました。

　滅多に書かないキャラながら、ポンポンと言い返すために会話のシーンが弾み、終わってみれば思いのほかお気に入りのキャラクターになりました。

　一方のヒーローは年下のバーテンダー、イケメンで床上手なために女慣れしているように梓に誤解されますが、実は真面目な好青年です。

　レーベル的にラブシーンを濃く書こう！　というのが今回の個人的なテーマで、汐見はなかなか色っぽく書けたかなと思いますが、いかがでしょうか。

　実は昔バーテンダーをしていたことがあるので、彼のお仕事シーンを描写するのが楽しかったです。作中に出てくるもうひとつのバーは他作品に出てきますので、興味がある方はぜひお読みいただけるとうれしいです。

　イラストは、北きた沢ざわきょうさまにお願いいたしました。

　まだ完成したものを拝見できていないのですが、とても色っぽい絵を描かれる方なので、仕上がりを楽しみにしています。

　初めてのレーベルで書くのは、何だかそわそわと落ち着かない気持ちになります。たくさんの素敵な作品が溢れる中、このお話が皆さまのひとときの娯楽となれましたら幸いです。




　またどこかでお会いできることを祈って。






西條六花










【著者紹介】

北海道出身、北海道在住。

２０１５年にデビューし、現代物ＴＬ小説、ヒストリカルＴＬ小説などを主に執筆中。







濃蜜ラブルージュ

年とし下したバーテンダーはバリキャリ女じょ子しを淫みだらに堕おとしたい



2023年2月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　西條六花

■イラスト　北沢きょう

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　RIRI Design Works



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©Saijo Rikka ©Kyo Kitazawa








この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。







[image: ]







[image: ]




item/navigation-documents.xhtml






目次





		目次



		＊プロローグ



		＊第一章



		＊第二章



		＊第三章



		＊第四章



		＊エピローグ













Guide





		表紙



		本編



		目次











item/image/cover.jpg





item/image/p1-cg.jpg
EIN=FUF=RBN) F v Y LT %
EoICHE LW

il 9V






item/image/ad01.jpg





item/image/ad02.jpg





